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特集特集

一般会計予算総額 ４５８億６,０００万円を、１カ月３０万円の暮らしに例えると…

収 入 の 合 計 ３００,０００円 １００.０％

収　　　入 金　額 割 合
家族で得た収入
（市税、負担金、手数料など）

親、親せきからの援助
（地方交付税、国・県支出金など）

定期預金の解約や借金など
（繰入金、市債ほか）

１１３,０００円

１４６,０００円

４１,０００円

３７.６％

４８.７％

１３.７％

支　　　出 金　額 割合
食費（人件費）
医療費、学費など（扶助費）
ローンの返済（公債費）
光熱水費、物品の購入など（物件費）
家の修繕、家電の修理（維持補修費）
友人への援助、お付き合い（補助費など）
貯金（積立金）

仕送り（繰出金）

支 出 の 合 計

家の増改築、車の購入など
（投資的経費）

資金の運用、親せきなどに貸したお金
（投資・出資・貸付金・出捐金）

３８,０００円
５６,０００円
３４,０００円
４０,０００円
４,０００円
４３,０００円
１,０００円

２５,０００円

４２,０００円

３００,０００円

１２.７％
１８.７％
１１.３％
１３.３％
１.３％
１４.４％
０.３％

５.７％

８.３％

１００.０％

１４.０％

１７,０００円

一 般 会 計 ４５８億６,０００万円 ０.３

９１億６,５００万円

６３０万円

１３億６,５５０万円

１１５億１,５１０万円

１,６９０万円

７,０５０万円

１,６３０万円

７億１,１４０万円

８,２７０万円

１５３億９９０万円

４８億５,５６０万円

会　　計　　名 予　算　額 前年度比（％）

事業勘定

直診勘定
国民健康保険
特 別 会 計

△２０.４

３４.０

４.７

６.３

１２.７

０.７

８.７

０.７

△１３.９

△０.７

１０.７

※特別会計：保険料など特定の収入を財源に行う特定の事業について、
一般会計とは別に経理する会計

特 別 会 計 の 計 ４９４億４,９４０万円 △２.５

一般会計・特別会計の合計 ９５３億９４０万円 △１.２

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

地方卸売市場事業特別会計

駐 車 場 事 業 特 別 会 計

墓 地 事 業 特 別 会 計

介護老人保健施設事業特別会計

ケーブルテレビ放送事業特別会計

病 院 事 業 会 計

水 道 事 業 会 計

◉一般会計・特別会計（※）の予算額

下 水 道 事 業 会 計 ６３億３,４２０万円 △０.７
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特集：平成３０年度予算が決定しました

歳入

歳出

市税
１３０億８,１００万円（２８.５％）
市税
１３０億８,１００万円（２８.５％）

譲与税・交付金等
２８億８,７００万円（６.３％）
譲与税・交付金等
２８億８,７００万円（６.３％）

地方交付税
１０９億２,０００万円（２３.８％）
地方交付税
１０９億２,０００万円（２３.８％）

分担金・負担金
８億２７６万円（１.８％）

国庫支出金
５５億６,８０２万円（１２.１％）

国庫支出金
５５億６,８０２万円（１２.１％）

県支出金
２８億７,８６２万円（６.３％）

県支出金
２８億７,８６２万円（６.３％）

繰入金
１２億４,１３１万円（２.７％）

諸収入
２７億１７７万円（５.９％）

市債
４４億４,３００万円（９.７％）

その他
１３億３,６５１万円（２.９％）

総務費
４５億７２０万円（９.８％）
総務費
４５億７２０万円（９.８％）

民生費
１５１億８,７８１万円（３３.１％）
民生費
１５１億８,７８１万円（３３.１％）

衛生費
４６億３,２２６万円（１０.１％）
衛生費
４６億３,２２６万円（１０.１％）

労働費
２億４,９１１万円（０.５％）

土木費
５４億６,３１６万円（１１.９％）

土木費
５４億６,３１６万円（１１.９％）

商工費
２５億４,６１９万円（５.６％）

商工費
２５億４,６１９万円（５.６％）

農林水産業費
１１億９,１５９万円（２.６％）

消防費
１４億６,２７０万円（３.２％）

消防費
１４億６,２７０万円（３.２％）

教育費
５１億７,００２万円（１１.３％）

教育費
５１億７,００２万円（１１.３％）

公債費
５１億２,９４３万円（１１.２％）

公債費
５１億２,９４３万円（１１.２％）

その他
４,４４０万円（０.１％）

議会費
２億７,６１４万円（０.６％）

〔　〕は前年度比
歳
入
の
主
な
特
徴

市税：全体で２,３００万円 〔０.２％〕 の減。主には個人市民税８,２００万円 〔１.７％〕 の増、
法人市民税３,２００万円 〔３.１％〕 の増、固定資産税１億２００万円 〔１.８％〕 の減

地方消費税交付金：４,８００万円 〔２.３％〕 の増
地方交付税：２億２,１００万円 〔２.０％〕 の減
市債：借り入れを行う事業の減少により２億９,０４０万円 〔６.１％〕 の減 （詳細は４ページを参照）
繰入金：財源調整のための基金からの繰入は８億６,０００万円（対前年度比１億５,４００万円の増）

〔　〕は前年度比歳
出
の
主
な
特
徴

総務費：リニア駅周辺整備事業費の増などにより１億６,８５０万円 〔３.９％〕 の増
民生費：特別養護老人ホーム飯田荘建設事業費や児童手当費の減などにより２億９,４５９万円 〔１.９％〕 の減
衛生費：ごみ焼却場の移転に伴うごみ処理関係経費の減などにより４億５９８万円 〔８.１％〕 の減
商工費：産業振興と人材育成の拠点整備事業費の減などにより４億９,７４５万円 〔１６.３％〕 の減
教育費：上郷公民館耐震化整備、情報通信技術活用（ＩＣＴ）教育推進などにより８億３,４１６万円 〔１９.２％〕 の増

一般会計歳入歳出予算の主な特徴

※表示単位未満四捨五入。各項目と合計は一致しない場合があります。
※（　）は構成比

一般会計予算総額 ４５８億６,０００万円
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①当初予算段階で改革改善した
　効果見込額

②創意工夫による改革提案
　予算額

計 ５,４１２万円 計 ３,０４２万円
各種団体などへの負担金・補助金など
の見直し
指定管理者制度の導入による経費縮減
など

上村小学校小規模特認校認定に伴う事業展開
（スクールバス運行、オンライン英会話授業ほか）
産後ケア事業（宿泊型）の実施
など

改革改善による削減額
２,３７０万円 （①－②）２,３７０万円 （①－②）

主要４基金の推移
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市債残高の推移
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２４９億円２４９億円 ２３３億円２３３億円 ２２３億円２２３億円 ２２８億円２２８億円

４４１億円４４１億円 ４１１億円４１１億円 ３９６億円３９６億円 ３８０億円３８０億円

６９０億円６９０億円 ６４４億円６４４億円 ６１９億円６１９億円 ６０８億円６０８億円

臨時財政対策債を除く
一般会計債

特別会計債

改革改善の取り組み

創意工夫による１％改革の取り組み

各部局において、事務事業の見直しと工夫により、一般財源（使い道が特定されていない財源）の１％相当額を
生み出すことに取り組み、生み出した財源を新たな発想による事業に活用しました。

市債（借金）の残高

平成３０（2018）年度末の市債残高（臨時財政対策債（※）を
除く）は約６０８億円となる見込みです。なお、財政運営目標
では2020年度末で５５０億円以下とすることとしています。
※臨時財政対策債：交付税制度の財源不足に対応して発行する市債で、

償還時に全額交付税措置されます。

主要４基金の残高

平成３０（2018）年度末の主要４基金（※）の年度末残高は
約４６億３,０００万円となる見込みです。なお、財政運営目標
では2020年度末で４０億円を確保することとしています。
※主要４基金：財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金、ふるさと基金の

４基金を指し、各年度の財源不足などの調整として活用します。

市債とは、市が行う公共事業などの財源として、
国や銀行などから借りる資金（借金）です。
数年かけて返済することにより、世代間の財
政負担の公平化などが図られます。

市債って？

基金とは、特定の目的（公共施設の整
備など）のために積み立てる資
金のことをいいます。つまり市の
貯金です。

基金って？
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特集：平成３０年度予算が決定しました

このように、
約５カ月かけて
予算が

成立します。

いいだ未来デザイン２０２８

予算はどうやって決まるの？

いいだ未来デザイン２０２８は、リニア中央新幹線開通の翌年にあたる２０２８年
に、みんなで実現したい「くらしの姿」「まちの姿」をビジョンとして掲げ、その実現
に向けて多様な主体がそれぞれの立場で「飯田の未来づくり」にチャレンジするた
めの指針として策定され、平成２９年度からスタートしました。
ビジョンの実現に向けて４年単位で戦略的かつ重点的に取り組む１２の基本目
標を設定しており、その基本目標ごとに毎年戦略計画を策定して取り組みを進め
ていきます。

さまざまな事業を行うために組み立てる予算。その予算はどのような手続きで決まるのでしょうか。

各部課での予算要求

庁内ヒアリング、査定

総務部長査定

市議会審議、議決

市の各部課で新年度の事務事業に必要な経費を見積もり、予算編成を担当する財
政課に予算要求します。

財政課の担当者が各部課から事業の内容などを聞き（ヒアリング）、その事業や経費
について、必要性・緊急性などの視点から検討し、査定（※）を行います。
（※査定･･･調査したうえで金額などを決定すること）

総務部長による査定を行い、結果を各部課へ内示します。
必要に応じて再ヒアリング・再査定を行います。

予算（案）を市議会に提出し、審議、議決を受けて成立します。

１１月中

１２月中旬～下旬

１月中旬

予算編成基本方針の発表
「市長の年頭所感及び市政経営の方向について」 により、予算編成基本方針が発表
されます。

１月上旬

１月下旬～２月上旬

２月中旬

２月下旬～３月

　６・７ページに主な事業と予算を掲載

市長査定の様子

市長査定、内示

予算（案）確定、発表

市長による査定を行い、結果を各部課に
内示します。

市長査定の結果により予算（案）を確定し、公表します。
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特集：平成３０年度予算が決定しました

★当初予算についてのより詳細な情報は
　市ウェブサイトでご覧になれます。

予算

基本目標
1

基本目標
２

基本目標
3

基本目標
4

基本目標
5

基本目標
6

基本目標
7

基本目標
8

基本目標
9

基本目標
10

基本目標
11

基本目標
12

安　全

１２の基本目標と戦略計画に基づく主な予算１２の基本目標と戦略計画に基づく主な予算平成３０年度 未来デザイン推進事業平成３０年度 未来デザイン推進事業
若者が帰ってこられる産業をつくる

５億６,６０４万円
飯田市への人の流れをつくる

２億３,１０１万円

地育力が支える学び合いで、生きる
力をもち、心豊かな人材を育む

３億２,９２１万円

自然と歴史を守りいかし伝え、
新たな文化をつくりだす

６億３,５１８万円

若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

「市民総健康」 と 「生涯現役」 を
めざす

５億４,３２２万円

共に支え合い、自ら行動する
地域福祉を充実させる

新時代に向けたこれからの
地域経営の仕組みをつくる

個性を尊重し、多様な価値観を
認め合いながら、交流する

豊かな自然と調和し、
低炭素なくらしをおくる

災害に備え、社会基盤を強化し、
防災意識を高める

リニア時代を支える
都市基盤を整備する

３億１,８３５万円

３億７,０９３万円

７,０４５万円

３億２,６２７万円

２３億７６３万円

１８億１,１９３万円

１２億４,６２８万円
今年のフェスタは、世界人形劇フェスティバル
として８月３日～１２日の１０日間で開催され、期
間中の８月１０日・１１日にはＡＶＩＡＭＡ総会も
開催されます。飯田市が目指す
都市像である「小さな世界都市」
への大きな一歩となることが
期待されます。

世界人形劇フェスティバル、
ＡＶＩＡＭＡ総会の開催

２０地区が全国の人とのつながりをつくり、移
住者を増やす取り組みを通じて地域の活性化を
目指します。市は移住定住の促進や、
ふるさと納税を活用した
交付金など、各地区の取り組みを
支援します。

田舎へ還ろう戦略

　昨年６月に策定されたリニア駅周辺整備基本
計画を基に、駅周辺整備基本設計の策定をはじ
め、（仮称）座光寺スマートＩＣや三遠南信自動車
道を基幹とする道路ネットワークの
構築、代替地用地の確保・整備を
進めていきます。

リニア中央新幹線整備事業

●様々な「知」が集積する産業振
興と人材育成の拠点の形成に向
けた旧飯田工業高校施設の改修

●「信州大学航空機システム共同
研究講座」の運営支援

●飯田の魅力が伝わるプロモー
ション、ブランディングの戦略的
な展開

●各地区まちづくり委員会などと
　協働した空き家の
　活用促進

●小規模特認校の上村小学校にお
ける特色ある教育の展開

●ＩＣＴを活用した
教育課題への
対応

●恒川遺跡群、飯田古墳群などの
文化財保護・活用の推進

●世界人形劇フェスティバルおよ
びＡＶＩＡＭＡ（人形劇の友・友好
都市国際協会）総会の開催など

●高齢者肺炎球菌予防接種の未接
種者への啓発および接種 

●朝食・夕食を家族と一緒に
食べる「共食」率の向上と
朝食欠食率の改善

●ＮＰＯ法人などが行うごみ出し
困難世帯への支援に対する助成         

●障がい児・者が安心して地域で
暮らせるよう、関係機関と連携し
た２４時間３６５日の相談体制の
充実

●事業主や従業員を対象とした効果
的なワークライフバランス研修の
実施

●多文化共生・国際交流を推進する
市民活動の支援

●上村小沢川における小水力発電
事業の実現に向けた支援

●温室効果ガス削減に寄与する太
陽光発電設備および蓄電池を設
置するための補助

●２０地区が「田舎へ還ろう戦略事
業」に取り組むための課題の整
理・研究と人材支援

●地域おこし協力隊による
　中山間地域振興事業

●防災行政無線のデジタル化整備    

●近年増加している集中豪雨に
対応するための
　排水路などの整備

●リニア駅周辺整備に向けた
　基本設計、用地測量、
　物件調査など

●移転対象者のための
　代替地の整備など

●１８歳までの子どもを対象にした
福祉医療費の現物給付（窓口無
料）化（平成３０年８月以降）

●宿泊型の産後ケア事業による出
産直後の母子へのサポート

１億７,９００万円

７０２万円

１億６１万円

１,１７８万円

５万円

３１５万円

２４２万円

１,９９９万円

１４８万円

３６６万円

２５２万円

２,０００万円

１億３６１万円
６,６１２万円

２億５,１７１万円

１億３,８２８万円

７６７万円

２億３,５４９万円

２億４,７７９万円

２５２万円

６５２万円

４１７万円

４億１,５５４万円

８,９５５万円

ごんが

など など

など など

など

など

など など

など

など など

など
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特集：平成３０年度予算が決定しました

★当初予算についてのより詳細な情報は
　市ウェブサイトでご覧になれます。

予算

基本目標
1

基本目標
２

基本目標
3

基本目標
4

基本目標
5

基本目標
6

基本目標
7

基本目標
8

基本目標
9

基本目標
10

基本目標
11

基本目標
12

安　全

１２の基本目標と戦略計画に基づく主な予算１２の基本目標と戦略計画に基づく主な予算平成３０年度 未来デザイン推進事業平成３０年度 未来デザイン推進事業
若者が帰ってこられる産業をつくる

５億６,６０４万円
飯田市への人の流れをつくる

２億３,１０１万円

地育力が支える学び合いで、生きる
力をもち、心豊かな人材を育む

３億２,９２１万円

自然と歴史を守りいかし伝え、
新たな文化をつくりだす

６億３,５１８万円

若い世代の結婚・出産・子育ての
希望をかなえる

「市民総健康」 と 「生涯現役」 を
めざす

５億４,３２２万円

共に支え合い、自ら行動する
地域福祉を充実させる

新時代に向けたこれからの
地域経営の仕組みをつくる

個性を尊重し、多様な価値観を
認め合いながら、交流する

豊かな自然と調和し、
低炭素なくらしをおくる

災害に備え、社会基盤を強化し、
防災意識を高める

リニア時代を支える
都市基盤を整備する

３億１,８３５万円

３億７,０９３万円

７,０４５万円

３億２,６２７万円

２３億７６３万円

１８億１,１９３万円

１２億４,６２８万円
今年のフェスタは、世界人形劇フェスティバル
として８月３日～１２日の１０日間で開催され、期
間中の８月１０日・１１日にはＡＶＩＡＭＡ総会も
開催されます。飯田市が目指す
都市像である「小さな世界都市」
への大きな一歩となることが
期待されます。

世界人形劇フェスティバル、
ＡＶＩＡＭＡ総会の開催

２０地区が全国の人とのつながりをつくり、移
住者を増やす取り組みを通じて地域の活性化を
目指します。市は移住定住の促進や、
ふるさと納税を活用した
交付金など、各地区の取り組みを
支援します。

田舎へ還ろう戦略

　昨年６月に策定されたリニア駅周辺整備基本
計画を基に、駅周辺整備基本設計の策定をはじ
め、（仮称）座光寺スマートＩＣや三遠南信自動車
道を基幹とする道路ネットワークの
構築、代替地用地の確保・整備を
進めていきます。

リニア中央新幹線整備事業

●様々な「知」が集積する産業振
興と人材育成の拠点の形成に向
けた旧飯田工業高校施設の改修

●「信州大学航空機システム共同
研究講座」の運営支援

●飯田の魅力が伝わるプロモー
ション、ブランディングの戦略的
な展開

●各地区まちづくり委員会などと
　協働した空き家の
　活用促進

●小規模特認校の上村小学校にお
ける特色ある教育の展開

●ＩＣＴを活用した
教育課題への
対応

●恒川遺跡群、飯田古墳群などの
文化財保護・活用の推進

●世界人形劇フェスティバルおよ
びＡＶＩＡＭＡ（人形劇の友・友好
都市国際協会）総会の開催など

●高齢者肺炎球菌予防接種の未接
種者への啓発および接種 

●朝食・夕食を家族と一緒に
食べる「共食」率の向上と
朝食欠食率の改善

●ＮＰＯ法人などが行うごみ出し
困難世帯への支援に対する助成         

●障がい児・者が安心して地域で
暮らせるよう、関係機関と連携し
た２４時間３６５日の相談体制の
充実

●事業主や従業員を対象とした効果
的なワークライフバランス研修の
実施

●多文化共生・国際交流を推進する
市民活動の支援

●上村小沢川における小水力発電
事業の実現に向けた支援

●温室効果ガス削減に寄与する太
陽光発電設備および蓄電池を設
置するための補助

●２０地区が「田舎へ還ろう戦略事
業」に取り組むための課題の整
理・研究と人材支援

●地域おこし協力隊による
　中山間地域振興事業

●防災行政無線のデジタル化整備    

●近年増加している集中豪雨に
対応するための
　排水路などの整備

●リニア駅周辺整備に向けた
　基本設計、用地測量、
　物件調査など

●移転対象者のための
　代替地の整備など

●１８歳までの子どもを対象にした
福祉医療費の現物給付（窓口無
料）化（平成３０年８月以降）

●宿泊型の産後ケア事業による出
産直後の母子へのサポート

１億７,９００万円

７０２万円

１億６１万円

１,１７８万円

５万円

３１５万円

２４２万円

１,９９９万円

１４８万円

３６６万円

２５２万円

２,０００万円

１億３６１万円
６,６１２万円

２億５,１７１万円

１億３,８２８万円

７６７万円

２億３,５４９万円

２億４,７７９万円

２５２万円

６５２万円

４１７万円

４億１,５５４万円

８,９５５万円

ごんが

など など

など など

など

など

など など

など

など など

など
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祝賀パレードで走行する自動車

グループごとに意見交換 工事関係者による確認書調印式

導入された最新のリニアック装置

伊豆木人形クラブによる今田人形実演

竣工式であいさつする堀米院長

道路上での開通セレモニー

２月２１日、初めてのリニア駅市民ワークショップ
を開催し、高校生を含む市民３７人が参加しました。
リニア駅を魅力ある空間とするため、それぞれの立
場でさまざまな意見を交換し合いました。
　

２月１４日、リニア建設関連工事用車両等の通行に関する確
認書が、鼎まちづくり委員会、ＪＲ東海、鉄道・運輸機構、飯田市
の４者の間で交わされました。翌日の１５日には、妙琴公園（鼎
切石）において、市内で最初の準備工事が着工となりました。

３月１０日、三遠南信自動車道飯喬
道路開通式が、飯田上久堅・喬木富田
ＩＣ内で行われました。
今回開通したのは龍江ＩＣ～飯田上
久堅・喬木富田ＩＣ間の３．４ｋｍで、こ
の開通により、交通の便はもとより、
緊急車両の現場到着時間が半減する
など、市民の安心・安全な生活にも大
きく貢献することが期待されます。
開通式には一般参加者も大勢集ま

り、開通の瞬間に立ち会いました。

飯田市立病院では、平成２９年度に
新たなリニアック（放射線治療）装置の
導入と、これを設置するための西棟の
建設を進めてきましたが、このほど完
成し、３月１０日、リニアック棟竣工式を
行いました。棟内の見学会も行われ、
出席者は病院の職員から最新の設備
について説明を受けました。
最新の治療装置の導入により、より

安心・安全で質の高い医療を受けるこ
とが可能になりました。

２月１８日、飯田市公民館大会を開催し、各地区の公民
館委員をはじめ多くの方が参加しました。今年のテーマで
ある「人形劇による地域づくりと人づくり」について、４０
年の歩みを振り返りながら、これからの公民館活動と人形
劇との関わりについて改めて考える機会となりました。

分科会で意見交換をする参加者

交通の利便性が向上

人形劇による人づくりを考える

三遠南信自動車道飯喬道路開通式市立病院リニアック棟竣工式

第５５回飯田市公民館大会
リニア駅ワークショップ
駅を魅力ある空間に

リニア中央新幹線
開業に向けて新たな１歩

安心・安全で質の高い医療を
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導入と、これを設置するための西棟の
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最新の治療装置の導入により、より
安心・安全で質の高い医療を受けるこ
とが可能になりました。
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館委員をはじめ多くの方が参加しました。今年のテーマで
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交通の利便性が向上
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か
ら
治
療
は

し
た
く
な
い
」
と
い
う
風
潮
が

あ
る
こ
と
も
仕
方
の
な
い
事
と

は
い
え
、
が
ん
が
治
る
か
も
し

れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
棒
に
振
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
７
年
に
策
定
さ
れ
た

第
三
期
「
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
副

作
用
を
極
力
少
な
く
し
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
を
向
上
す
る

た
め
の「
支
持
療
法
」に
つ
い
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
標
準

治
療
の
確
立
に
国
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
支
持
療
法
で
用
い

る
薬
剤
は
、
わ
が
国
で
は
保
険

適
応
外
と
な
っ
て
し
ま
う
も
の

も
存
在
し
、
一
般
的
に
広
く
使

う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
で
は
症
状
緩
和
と

し
て
こ
の
よ
う
な
支
持
療
法
に

関
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
副
作
用
で
困
っ
た

時
な
ど
は
お
気
軽
に
受
診
の
相

談
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

支
持
療
法

先月の 三浦七月 さん（上村）からのリレー

よ
こ
ま
え

え
み

横
前
江
美
さ
ん
（
橋
北
）

そ
の 

１５９

国
際
会
議
で
注
目
さ
れ
る
飯
田
の
取
り
組
み

２
月
２８
日
に
、マ
ッ
ク
ス・

ウ
ェ
ー
バ
ー
財
団
が
主
催
し
、

ド
ル
ト
ム
ン
ト
市
役
所
で
開

催
さ
れ
た
人
口
動
態
の
変
容

に
関
す
る
国
際
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。こ
の
会
議
に
は
日

独
の
地
方
行
政
、大
学
、研
究

所
な
ど
か
ら
４０
人
程
が
参
加

し
、４
つ
の
円
卓
会
議
を
２
回

行
う
分
科
会
方
式
で
８
つ
の

テ
ー
マ
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
１
ラ
ウ
ン
ド
目
が
地
方

自
治
、２
ラ
ウ
ン
ド
目
が
医

療
福
祉
ケ
ア
に
つ
い
て
、千
代

し
ゃ
く
な
げ
の
会
やism

-Link

（
イ
ズ
ム
リ
ン
ク
、飯
田
下
伊

那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
飯
田
の
事
例
を
交
え
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、他

の
円
卓
に
お
い
て
も
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
飯
田
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

私
の
こ
の
会
議
へ
の
参
加

は
、マ
ッ
ク
ス・ウ
ェ
ー
バ
ー
財

団
の
付
属
研
究
機
関
の
１
つ

に
あ
た
る
ド
イ
ツ
日
本
研
究

所
の
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー

所
長
の
お
声
掛
け
で
実
現
し

た
も
の
で
す
。所
長
と
の
お

付
き
合
い
は
、私
が
初
め
て

渡
独
し
た
１
９
９
３
年
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
教
授
と
し
て
お

会
い
し
て
以
来
で
、２５
年
に
渡

る
も
の
で
す
。学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

に
も
同
研
究
所
の
研
究
員
の

方
々
と
共
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、飯
田
に
住
ん
で

い
な
い
ド
イ
ツ
人
で
は
、最
も

飯
田
の
取
り
組
み
を
理
解
さ

れ
て
い
る
方
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
所
長
の
お
力
添

え
も
あ
っ
て
、今
回
の
ド
イ
ツ

出
張
は
飯
田
市
に
と
っ
て「
小

さ
な
世
界
都
市
」へ
の
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
京
都
に
生
ま
れ
育
ち
、そ
の
後
ア
メ

リ
カ
の
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
約
２０
年
住
み
、現

在
は
飯
田
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

飯
田
に
は
、人
気
観
光
地
の
京
都
や
ニュ

ー
ヨ
ー
ク
に
も
劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
自

然
や
、桃
源
郷
と
も
い
え
る
美
し
い
山
里

が
あ
り
ま
す
。南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
と
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定

さ
れ
た
遠
山
郷
や
、日
本
の
チ
ロ
ル
と
呼
ば

れ
る
下
栗
の
里
、ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
御
池
山

ク
レ
ー
タ
ー
、霜
月
祭
り
を
は
じ
め
と
す
る

い
ろ
い
ろ
な
祭
り
…
ど
れ
も
飯
田
に
来
て

初
め
て
知
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
す
。

飯
田
は
ま
だ
ま
だ
人
を
呼
べ
る
場
所
。

世
界
に
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。見
て
ほ
し

い
。知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
い
飯
田
…
そ

ん
な
ふ
う
に
思
って
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

しのだ けんた

篠田健太 さん
（座光寺小６年）

ぼくは、大人になったときにどんな仕事をし
たいかはまだ決めていません。でも、だれかの
役に立てるようになりたいと思っています。
そこで、ぼくはいつも、将来何になっても
いいように、いろいろなことを一生けん命に
やっています。例えば、あきらめない心をつ
くるために、なわとびでできない技を、できるまで練習し続けてい
ます。
時々、気がぬけて何となくやることがありますが、そんな気持ち

も少なくできるように、何事も一生けん命取り組み続けたいです。

やまだ たけし
市立病院　緩和ケア内科

山田武志  医師

円卓会議の様子

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は５月、８月、１２月に飯田市を訪れ、
農家民泊、人形劇フェスタのボランティア、
霜月祭り見学を行いました。農家民泊で
は、遠山ジンギスなどの地元のおいしい料
理をお腹いっぱいごちそうになったり、地
元の歴史から普段の些細なことまでたくさ
ん話をさせていただいたりなど、人と関わ
ることの楽しさを実感しました。人形劇フェ
スタのボランティアでは、たくさんの中高
生や大人の方と一緒に、準備から当日の司
会などさまざまな形でフェスタに関わらせ
ていただきました。中高生のエネルギーと
大人の方々のフェスタを完成させたいとい
う熱い思いに触れることができました。霜
月祭り見学では、写真や聞いただけでは感
じ取れない祭りの熱気を実際に肌で感じる
ことができ、地元の方々にとって祭りが大
きな意味を持つことが実感できました。
飯田を通して多くの方と知り合うことが

でき、ここでしかできない体験をたくさん
経験させていただきました。このことは、私
たちを受け入れてくださる地元の方々の
懐の広さと、飯田への愛があるおかげであ
ると感じました。

飯田で感じたこと

片寄 涼介
東京農工大学農学部２年

（東京都大田区出身）
りょうかた すけよせ
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市 

長

　牧
野
光
朗

だれかの役に立つために

感
動
し
た
こ
と

が
ん
治
療
を
行
う
時
、
必
ず

と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
副
作
用
の

話
を
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

抗
が
ん
剤
治
療
で
は
も
ち
ろ
ん
、

手
術
治
療
や
放
射
線
治
療
で
も
、

昔
と
比
べ
る
と
か
な
り
減
っ
て

は
き
ま
し
た
が
、
副
作
用
が
全

く
な
い
が
ん
治
療
と
い
う
も
の

は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。 

昔
は
が
ん
だ
か
ら
仕
方
な
い
と

い
わ
れ
、「
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
い
う
言
葉
で
ご
ま
か
す

し
か
な
い
場
面
も
多
々
あ
り
ま

し
た
が
、
現
代
の
医
療
に
お
い

て
、
が
ん
ば
る
以
外
に
ど
う
し

よ
う
も
な
い
副
作
用
と
い
う
の

は
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
効
果
の
あ
る
が

ん
治
療
が
行
わ
れ
て
も
、
副
作

用
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
う
の

は
非
常
に
も
っ
た
い
な
い
こ
と

で
す
し
、
治
療
を
し
て
が
ん
は

治
っ
た
と
し
て
も
、
手
足
の
し

び
れ
な
ど
の
副
作
用
で
そ
の
後

の
生
活
の
質
が
落
ち
て
し
ま
う

こ
と
も
残
念
な
話
で
す
。
ま
た
、

「
副
作
用
が
嫌
だ
か
ら
治
療
は

し
た
く
な
い
」
と
い
う
風
潮
が

あ
る
こ
と
も
仕
方
の
な
い
事
と

は
い
え
、
が
ん
が
治
る
か
も
し

れ
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
棒
に
振
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

２
０
１
７
年
に
策
定
さ
れ
た

第
三
期
「
が
ん
対
策
推
進
基
本

計
画
」
で
は
、
そ
の
よ
う
な
副

作
用
を
極
力
少
な
く
し
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
を
向
上
す
る

た
め
の「
支
持
療
法
」に
つ
い
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
や
標
準

治
療
の
確
立
に
国
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
明
記
さ

れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
支
持
療
法
で
用
い

る
薬
剤
は
、
わ
が
国
で
は
保
険

適
応
外
と
な
っ
て
し
ま
う
も
の

も
存
在
し
、
一
般
的
に
広
く
使

う
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

緩
和
ケ
ア
で
は
症
状
緩
和
と

し
て
こ
の
よ
う
な
支
持
療
法
に

関
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
副
作
用
で
困
っ
た

時
な
ど
は
お
気
軽
に
受
診
の
相

談
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

支
持
療
法

先月の 三浦七月 さん（上村）からのリレー

よ
こ
ま
え

え
み

横
前
江
美
さ
ん
（
橋
北
）

そ
の 

１５９

国
際
会
議
で
注
目
さ
れ
る
飯
田
の
取
り
組
み

２
月
２８
日
に
、マ
ッ
ク
ス・

ウ
ェ
ー
バ
ー
財
団
が
主
催
し
、

ド
ル
ト
ム
ン
ト
市
役
所
で
開

催
さ
れ
た
人
口
動
態
の
変
容

に
関
す
る
国
際
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。こ
の
会
議
に
は
日

独
の
地
方
行
政
、大
学
、研
究

所
な
ど
か
ら
４０
人
程
が
参
加

し
、４
つ
の
円
卓
会
議
を
２
回

行
う
分
科
会
方
式
で
８
つ
の

テ
ー
マ
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
１
ラ
ウ
ン
ド
目
が
地
方

自
治
、２
ラ
ウ
ン
ド
目
が
医

療
福
祉
ケ
ア
に
つ
い
て
、千
代

し
ゃ
く
な
げ
の
会
やism

-Link

（
イ
ズ
ム
リ
ン
ク
、飯
田
下
伊

那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
飯
田
の
事
例
を
交
え
て

発
表
を
行
い
ま
し
た
が
、他

の
円
卓
に
お
い
て
も
テ
ー
マ

に
合
わ
せ
て
飯
田
の
取
り
組

み
が
紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

私
の
こ
の
会
議
へ
の
参
加

は
、マ
ッ
ク
ス・ウ
ェ
ー
バ
ー
財

団
の
付
属
研
究
機
関
の
１
つ

に
あ
た
る
ド
イ
ツ
日
本
研
究

所
の
ヴ
ァ
ル
デ
ン
ベ
ル
ガ
ー

所
長
の
お
声
掛
け
で
実
現
し

た
も
の
で
す
。所
長
と
の
お

付
き
合
い
は
、私
が
初
め
て

渡
独
し
た
１
９
９
３
年
に
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
学
教
授
と
し
て
お

会
い
し
て
以
来
で
、２５
年
に
渡

る
も
の
で
す
。学
輪
Ｉ
Ｉ
Ｄ
Ａ

に
も
同
研
究
所
の
研
究
員
の

方
々
と
共
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、飯
田
に
住
ん
で

い
な
い
ド
イ
ツ
人
で
は
、最
も

飯
田
の
取
り
組
み
を
理
解
さ

れ
て
い
る
方
と
言
え
ま
す
。

こ
う
し
た
所
長
の
お
力
添

え
も
あ
っ
て
、今
回
の
ド
イ
ツ

出
張
は
飯
田
市
に
と
っ
て「
小

さ
な
世
界
都
市
」へ
の
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
る
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

私
は
京
都
に
生
ま
れ
育
ち
、そ
の
後
ア
メ

リ
カ
の
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
約
２０
年
住
み
、現

在
は
飯
田
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。

飯
田
に
は
、人
気
観
光
地
の
京
都
や
ニュ

ー
ヨ
ー
ク
に
も
劣
ら
な
い
素
晴
ら
し
い
自

然
や
、桃
源
郷
と
も
い
え
る
美
し
い
山
里

が
あ
り
ま
す
。南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
と
南
ア
ル
プ
ス
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定

さ
れ
た
遠
山
郷
や
、日
本
の
チ
ロ
ル
と
呼
ば

れ
る
下
栗
の
里
、ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
御
池
山

ク
レ
ー
タ
ー
、霜
月
祭
り
を
は
じ
め
と
す
る

い
ろ
い
ろ
な
祭
り
…
ど
れ
も
飯
田
に
来
て

初
め
て
知
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
す
。

飯
田
は
ま
だ
ま
だ
人
を
呼
べ
る
場
所
。

世
界
に
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
。見
て
ほ
し

い
。知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
い
飯
田
…
そ

ん
な
ふ
う
に
思
って
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

しのだ けんた

篠田健太 さん
（座光寺小６年）

ぼくは、大人になったときにどんな仕事をし
たいかはまだ決めていません。でも、だれかの
役に立てるようになりたいと思っています。
そこで、ぼくはいつも、将来何になっても
いいように、いろいろなことを一生けん命に
やっています。例えば、あきらめない心をつ
くるために、なわとびでできない技を、できるまで練習し続けてい
ます。
時々、気がぬけて何となくやることがありますが、そんな気持ち

も少なくできるように、何事も一生けん命取り組み続けたいです。

やまだ たけし
市立病院　緩和ケア内科

山田武志  医師

円卓会議の様子

～ 大学生からのメッセ
ージ ～

～ 大学生からのメッセ
ージ ～学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田学びの宝庫、飯田

私は５月、８月、１２月に飯田市を訪れ、
農家民泊、人形劇フェスタのボランティア、
霜月祭り見学を行いました。農家民泊で
は、遠山ジンギスなどの地元のおいしい料
理をお腹いっぱいごちそうになったり、地
元の歴史から普段の些細なことまでたくさ
ん話をさせていただいたりなど、人と関わ
ることの楽しさを実感しました。人形劇フェ
スタのボランティアでは、たくさんの中高
生や大人の方と一緒に、準備から当日の司
会などさまざまな形でフェスタに関わらせ
ていただきました。中高生のエネルギーと
大人の方々のフェスタを完成させたいとい
う熱い思いに触れることができました。霜
月祭り見学では、写真や聞いただけでは感
じ取れない祭りの熱気を実際に肌で感じる
ことができ、地元の方々にとって祭りが大
きな意味を持つことが実感できました。
飯田を通して多くの方と知り合うことが

でき、ここでしかできない体験をたくさん
経験させていただきました。このことは、私
たちを受け入れてくださる地元の方々の
懐の広さと、飯田への愛があるおかげであ
ると感じました。

飯田で感じたこと

片寄 涼介
東京農工大学農学部２年

（東京都大田区出身）
りょうかた すけよせ

No.５６
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高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
今

年
度
は
新
た
に
次
の
方
が
助
成

対
象
に
な
り
ま
す
。

　
４
月
上
旬
ま
で
に
個
別
に
通

知
し
ま
す
が
、
過
去
に
高
齢
者

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ

ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）
を
接
種

し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
助
成

を
受
け
た
か
ど
う
か
に
関
わ
ら

ず
助
成
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
個
別
通
知
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て肺
炎
は
日
本
人
の
死
因
の
第

3
位
で
あ
り
、
亡
く
な
る
方

の
95
%
以
上
が
６５
歳
以
上
で

す
。
肺
炎
の
一
番
多
い
病
原

菌
は
肺
炎
球
菌
で
す
。
肺
炎

６５
歳
以
上
の
方
の

肺
炎
球
菌
予
防
接
種

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ

り
、
肺
炎
の
予
防
や
、
肺
炎

に
か
か
っ
て
も
軽
い
症
状
で

す
む
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

○
昭
和
28
年
4
月
2
日
〜
昭
和

29
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

○
接
種
日
時
点
に
お
い
て
60
歳

以
上
６５
歳
未
満
で
、
心
臓
、

じ
ん
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
が
い
に
よ
り
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
を
お
持
ち
の

方
※
昭
和
２８
年
4
月
1
日
以
前
生

ま
れ
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な

い
方
も
、
引
き
続
き
助
成
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
助
成
が
受
け
ら

れ
る
の
は
平
成
３１
年
2
月

２８
日
ま
で
で
あ
り
、
そ
れ
以

降
は
全
額
自
己
負
担
（
約

8
0
0
0
円
）
と
な
り
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
回
数

　
1
回　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
保
険
料

４
月
分
か
ら
平
成
３１
年
３
月

分
ま
で

月
額
1
万
6
3
4
0
円

▼
納
付
方
法

○
納
付
書
に
よ
る
納
付

４
月
中
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

現
金
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
に
よ
る
納
付

市
役
所
（
市
民
課
、
市
民
証

明
コ
ー
ナ
ー
、
各
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
）、
飯
田
年
金
事

務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

で
も
で
き
ま
す
。

※
納
付
の
手
間
も
い
ら
ず
、
前

納
す
る
と
金
額
も
お
得
で
す
。

○
電
子
納
付
（
ペ
イ
ジ
ー
）
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
納
付

事
前
に
金
融
機
関
と
の
契
約

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
利

用
に
な
る
金
融
機
関
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
期
限　
　

各
月
納
付
書
の
納
付
期
限
は

翌
月
末
日
（
前
納
の
場
合
は
、

前
納
す
る
最
初
の
月
の
月

末
）

※
納
付
期
限
を
２
年
経
過
す
る

と
時
効
に
よ
り
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
付
が
困
難
な
時
は

保
険
料
の
納
付
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
申

請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の

前
年
所
得
に
応
じ
て
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
手
続
き
の
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課　
市
民
窓
口
係

内
線
5
4
2
8

平
成
３０
年
度
国
民
年
金

保
険
料
と
納
付
方
法

▼
本
人
負
担
額

　
4
0
0
0
円

※
予
診
票
は
既
に
送
付
済
で
す

が
、
紛
失
な
ど
さ
れ
た
方
に

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
、
保

健
課
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課　
健
康
推
進
係

　
内
線
5
5
1
３
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平
成
２９
年
分
の
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
及

び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
し
、
振
替
納
税
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
振
替

日
に
ご
指
定
の
預
貯
金
口
座
か

ら
納
税
額
を
自
動
的
に
引
き
落

と
し
ま
す
。

▼
振
替
日

○
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税 所
得
税
な
ど
の
振
替
日

　
３
月
5
日
か
ら
国
民
年
金
の

事
務
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
に
よ
る
届
出
・
申
請

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
基
礎
年
金
番
号
を

記
載
し
て
届
け
出
て
い
た
だ
い

て
い
た
届
書
に
は
、
こ
れ
か
ら

は
原
則
と
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る

国
民
年
金
の
届
出
・
申
請

　
４
月
か
ら
、
南
信
県
税
事
務

所
飯
田
事
務
所
で
行
っ
て
い
た

課
税
業
務
を
、
南
信
県
税
事
務

所
へ
移
管
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
課
税
内
容
や
減
税
手

続
き
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
南

信
県
税
事
務
所
へ
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
各
種
申
告
書
や
届

出
書
は
飯
田
事
務
所
へ
も
提
出

で
き
ま
す
。
税
金
の
お
支
払
い

や
納
税
証
明
書
の
発
行
は
従
来

ど
お
り
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
南
信
県
税
事
務
所

伊
那
市
荒
井
3
4
9
7

長
野
県
伊
那
合
同
庁
舎
内

課
税
担
当
係

☎
0
2
6
5（
７
６
）6
8
0
7

県
税
事
務
所

業
務
内
容
の
変
更

を
記
載
し
て
届
け
出
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
窓
口
へ
お
越
し
の
際
は
、
申

請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
の
あ
る
住
民

票
の
写
し
な
ど
）
と
、
来
庁
さ

れ
る
方
の
身
元
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
顔

写
真
付
）
で
あ
れ
ば
、
1
枚

で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
と

身
元
確
認
が
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課　
市
民
窓
口
係

内
線
5
4
2
8

４
月
２０
日
㈮

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

４
月
２５
日
㈬

※
預
貯
金
口
座
の
残
高
不
足
な

ど
に
よ
り
引
き
落
と
し
が
で

き
な
い
場
合
、
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
日
ま
で
延
滞
税

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
預
貯
金
口
座
の
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
税
務
署
管
理
運
営
部
門

☎
0
2
6
5（
２
２
）1
1
6
5

　
長
野
県
民
交
通
災
害
共
済
の

平
成
３０
年
度
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
こ
の
共
済
は
、
交

通
事
故
に
遭
い
、
け
が
を
し
た

り
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
な
ど
に

見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度
で

す
。（
入
通
院
２
日
以
上
２
万

円
か
ら
死
亡
１
０
０
万
円
）

▼
平
成
２９
年
度
の
加
入
者
数
と

見
舞
金
支
払
実
績（
１２
月
末
）

○
加
入
者
数

５
万
３
８
２
人

○
見
舞
金
支
払
件
数

１
０
３
件

○
見
舞
金
支
払
総
額

６
５
３
万
８
千
円

長
野
県
民
交
通
災
害
共
済

加
入
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
会
員
期
間

○
３
月
３１
日
ま
で
に
加
入

４
月
１
日
～

平
成
３１
年
３
月
３１
日
の
間

○
４
月
１
日
以
降
に
加
入

　
加
入
の
翌
日
～

　
平
成
３１
年
３
月
３１
日
の
間

▼
申
込
書
の
送
付

申
込
書
は
２
月
中
旬
に
、
組

合
（
隣
組
）
へ
加
入
さ
れ
て

い
る
方
は
組
合
配
布
、
組
合

へ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は

郵
送
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法

申
込
書
に
会
費
（
１
人

４
０
０
円
）
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
・

中
学
校
の
子
ど
も
（
１
人

１
０
０
円
）
は
、
各
園
・
学

校
で
と
り
ま
と
め
し
ま
す
。

▼
申
込
受
付
場
所

市
役
所
会
計
窓
口
、
各
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
、
り
ん
ご
庁

舎
市
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
金

融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
お

よ
び
郵
便
局
を
除
く
）

※
組
合
（
隣
組
）
で
取
り
ま
と

め
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

危
機
管
理
室　
交
通
安
全
係

内
線
２
４
３
５
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日
本
の
棚
田
百
選
の
千
代
よ

こ
ね
田
ん
ぼ
で
は
、
畦
ぬ
り
体

験
と
、
よ
こ
ね
米
を
使
用
し
て

試
験
醸
造
し
た
日
本
酒
の
試
飲

会
を
行
い
ま
す
。

▼
畦
ぬ
り
体
験

○
日
時

　
４
月
２１
日
㈯　
午
後
１
時
〜

○
場
所　
よ
こ
ね
田
ん
ぼ

○
服
装
な
ど

作
業
の
し
や
す
い
服
装
、
靴

（
田
植
長
靴
、
地
下
足
袋
な

ど
）、
軍
手
、
帽
子
、
着
替

え
、
タ
オ
ル
な
ど

※
小
雨
決
行

▼
よ
こ
ね
米
試
験
醸
造
日
本
酒

試
飲
会

○
日
時　
４
月
２１
日
㈯

畦
ぬ
り
体
験
終
了
後

○
場
所　
千
代
公
民
館

▼
そ
の
他

４
月
１４
日
㈯
に
も
、
不
動
温

泉
佐
和
屋
を
会
場
に
試
飲
会

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
保
全
委
員
会

よ
こ
ね
田
ん
ぼ
畦あ

ぜ

ぬ
り
体

験
・
よ
こ
ね
米
酒
試
飲
会

事
務
局
（
千
代
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
内
）

☎
０
２
６
５（
５
９
）２
０
０
３

▼
日
時

○
４
月
２８
日
㈯

午
前
１０
時
～
午
後
３
時
３０
分

○
４
月
２９
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

中
央
公
園
多
目
的
広
場

（
飯
田
市
公
民
館
前
）　

▼
主
な
催
し

花
木
・
盆
栽
の
販
売
、
盆
栽

展
、
庭
園
展
示
会
、
苗
木
の

無
料
配
布
、
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
体
験
、
造
園
関
係
作

業
車
の
乗
車
体
験
、
無
料
お

た
の
し
み
コ
ー
ナ
ー
（
射
的
、

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
ほ
か
）

▼
苗
木
の
無
料
配
布
時
間

○
整
理
券
配
布

各
日
午
後
１
時
か
ら

○
苗
木
の
配
布

各
日
午
後
１
時
３０
分
か
ら

※
無
料
配
布
す
る
苗
木
は
各
日

７５
株
、
合
計
1
5
0
株
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
苗
木
の
配

布
は
無
料
配
布
に
つ
き
、
１

家
族
１
本
の
み
と
さ
せ
て
い

第
４２
回

飯
田
都
市
緑
化
祭

た
だ
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
都
市
緑
化
推
進
協
議
会

事
務
局
（
土
木
課
内
）

内
線
２
７
２
４

　
森
林
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
植
樹

祭
を
開
催
し
ま
す
。
里
山
の
自

然
の
中
で
森
づ
く
り
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

５
月
１２
日
㈯

午
前
８
時
３０
分
～

午
後
２
時
４０
分

▼
集
合

午
前
８
時
２０
分

市
役
所
駐
車
場（
動
物
園
側
）

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

※
雨
天
中
止

▼
場
所

松
川
入
入
道
地
籍

（
松
川
入
財
産
区
有
林
）

▼
内
容

植
樹
作
業
体
験

▼
定
員　
２０
人

▼
持
ち
物

軍
手
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、

雨
具

※
軽
食
を
用
意
し
ま
す
。

植
樹
祭

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切　
5
月
1
日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

林
務
課

内
線
4
8
6
1

　
４
月
か
ら
「
緑
の
募
金
」
運

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
募

金
は
学
校
や
公
園
、
集
会
所
な

ど
地
域
の
公
共
施
設
の
緑
化
や

森
林
の
保
護
お
よ
び
健
全
な
森

林
づ
く
り
、
国
内
外
で
の
緑
豊

か
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
な
ど
で
募
金
を
取
り
ま

と
め
、
市
役
所
１
階
会
計
窓
口
、

り
ん
ご
庁
舎
２
階
市
民
証
明
コ

ー
ナ
ー
、
各
自
治
振
興
セ
ン
タ

ー
ま
で
お
届
け
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
２９
年
度
の
募
金
総
額

　
3
8
1
万
6
0
1
1
円

※
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
募
金
は
長
野
県
緑
の
基

金
を
通
じ
有
効
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

林
務
課

内
線
4
8
6
1

緑
の
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い



新鼎配水池

「みんな祭り」昨年の様子
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旧
鼎
配
水
池
は
昭
和
４７
年
建

設
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、

老
朽
化
が
進
み
、
漏
水
も
発
生

　
楽
し
い
あ
そ
び
や
手
づ
く
り

工
作
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
盛
り

だ
く
さ
ん
で
す
。

　
暖
か
い
春
の
陽
気
の
な
か
で
、

家
族
一
緒
に
思
い
っ
き
り
体
を

動
か
し
て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
皆
さ
ん
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

第
４４
回

飯
田
子
ど
も
ま
つ
り

▼
日
時

　
4
月
22
日
㈰

　
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

▼
場
所

　
四
季
の
広
場

　
（
扇
町
公
園
）

※
雨
天
時
は
丸
山
小
学
校
体
育

館
▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う

○
炭
火
で
パ
ン
を
焼
こ
う

○
火
お
こ
し
体
験

○
か
じ
や
体
験
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ

フ
づ
く
り

○
竹
で
つ
く
ろ
う
竹
と
ん
ぼ

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
内
容
は
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

※
運
営
補
助
し
て
い
た
だ
く
ス

タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
地
育
力
向
上
係

　
内
線
3
7
4
5

　
南
信
州
地
域
を
中
心
に
県
内

外
か
ら
芸
能
を
愛
好
す
る
団
体

が
集
ま
る
催
し
で
す
。
和
太
鼓

の
演
奏
や
獅
子
舞
な
ど
を
披
露

し
合
い
、
出
演
者
と
観
客
の
皆

さ
ん
と
が
交
流
す
る
こ
と
が
で

か
ぐ
ら
の
湯

南
信
州
み
ん
な
祭

　
４
月
の
中
下
旬
、
南
信
濃
南

和
田
の
天
仁
の
杜
は
、
ハ
ナ
モ

モ
が
見
頃
に
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
併
せ
、
天
仁
の
杜
す
ぐ
近
く

の
遠
山
天
満
宮
で
は
、
現
在
休

止
し
て
い
る
遠
山
の
霜
月
祭
を
、

特
別
公
演
し
ま
す
。

　
本
祭
の
雰
囲
気
が
楽
し
め
る

企
画
で
す
。
春
ら
ん
ま
ん
の
遠

山
郷
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

４
月
２１
日
㈯

午
後
１
時
30
分
〜

▼
場
所

　
遠
山
天
満
宮
、
天
仁
の
杜

（
南
信
濃
南
和
田
大
町
）

▼
問
い
合
わ
せ

　
遠
山
郷
観
光
協
会

☎
０
２
６
０（
３
４
）１
０
７
１

新
鼎
配
水
池
運
用
開
始

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
か
ぐ
ら
の
湯
を
利
用
し
な
が

ら
、
自
由
に
観
覧
で
き
ま
す
。

▼
日
時

４
月
１５
日
㈰

午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

（
予
定
）

▼
場
所

　
遠
山
温
泉
郷
か
ぐ
ら
の
湯　

▼
問
い
合
わ
せ

　
遠
山
温
泉
郷
か
ぐ
ら
の
湯

☎
０
２
６
０（
３
４
）１
０
８
５

し
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、

平
成
２６
年
度
か
ら
更
新
事
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
新
鼎
配
水
池
は
、
維
持
費
用

が
安
価
な
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
製

（
容
量
１
３
０
０
㎥
）
で
整
備

し
ま
し
た
。
耐
震
性
に
優
れ
、

災
害
時
の
給
水
拠
点
と
し
て
も

想
定
し
て
い
ま
す
。

▼
運
用
開
始

４
月
か
ら

▼
給
水
エ
リ
ア

鼎
の
下
段
、
運
動
公
園
通
り

か
ら
東
側
の
エ
リ
ア
の
約

２
８
０
０
戸

▼
問
い
合
わ
せ

水
道
課

内
線
２
２
７
０

遠
山
郷
ハ
ナ
モ
モ
見
物
と

霜
月
祭
特
別
公
演
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出前健康講座一覧表（抜粋）

Ｃ 血液検査でわかる病気 血液検査で何がわかるの？簡単な検査を実施します 臨床検査技師
Ｄ 生活習慣病予防の食生活 生活習慣病予防の食生活のポイント 管理栄養士
Ｅ 高齢者の食事 健康寿命を延ばす食事 管理栄養士
Ｆ 家庭でできる感染対策 感染の基礎、予防、手洗い、うがい、マスクの着用 認定看護師
Ｇ 日常生活でできる今日からできるスキンケア スキンケアについて 認定看護師
Ｈ 認知症予防のポイント 食事や運動、脳トレなどの認知症予防のポイント 認定看護師
Ｉ 命を救おう！ BLS（一次救命処置） BLS（一次救命処置） 一緒にやってみましょう 認定看護師
Ｊ 急変や怪我の対応 外傷や事故、急変時の対応 認定看護師
Ｋ 脳血管疾患の予防 家庭で予防できること 認定看護師

講　　座　　名 内　　　　　容 担当職種

Ａ 正しい薬の使い方 薬の正しい飲み方や服用時間、塗り薬、貼り薬、目薬、粉薬、
注射薬などの使用方法について 薬剤師

Ｂ 画像検査あれこれ 病院で実施している画像検査（CT、MRI、RI、PET-CT、
超音波検査など）について 放射線技師

Ｌ 自分らしく生きるために 自分が大切にしていること、どこで、どのように、どうやって過ごしたいかを
話し合っていくこと（アドバンス・ケア・プラン）について、一緒に考えましょう 認定看護師

　
市
立
病
院
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
保
健
、
医
療
、
福
祉
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
ご
自
身
の
健
康
増
進
を

図
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、

「
出
前
健
康
講
座
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
当
院
の
職
員
が
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
集
ま
る
場
所

へ
出
向
き
、
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
対
象

飯
田
下
伊
那
に
在
住
で
、
お

お
む
ね
１０
人
以
上
の
参
加
が

見
込
ま
れ
る
団
体
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
（
自
治
会
、
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
、
学
校
、
保
育
所
、

企
業
、
福
祉
関
係
な
ど
）

▼
出
前
講
座
内
容

下
表
の
と
お
り

※
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
講
座

内
容
も
増
え
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
市
立
病
院
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
立
病
院
出
前
健
康
講
座

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
費
用　
無
料

※
会
場
設
備
使
用
料
は
申
込
者

に
ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
方
法

下
の
出
前
健
康
講
座
一
覧
表

の
中
か
ら
、
ご
希
望
の
講
座

を
選
択
し
、
申
込
書
（
所
定

書
式
）
を
、
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
の
い
ず
れ
か
の
方

法
で
提
出
す
る
か
、
電
話
な

ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
市
立
病
院

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

希
望
日
の
２
カ
月
前
ま
で

▼
注
意
事
項

○
会
場
確
保
、
設
営
、
当
日
の

進
行
は
、
申
込
者
お
よ
び
団

体
で
担
当
し
て
く
だ
さ
い
。

○
講
座
は
１
時
間
程
度
を
予
定

し
、
終
了
時
刻
は
午
後
８
時

頃
ま
で
と
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
３
９
５
︱
８
５
０
２

八
幡
町
４
３
８

市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
係

☎
0
2
6
5（
２
１
）1
2
5
5

0
2
6
5（
２
１
）1
2
3
6

renkei@
im
h.jp

飯
田
市
立
病
院 

出
前
健
康
講
座



受付

飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ飯田市立病院からのお知らせ
飯田市立病院の外来診療受付時間は

時間内の受付にご理解とご協力をお願いします。

午前８時３０分～
　午前１１時３０分です。
● 問い合わせ　☎０２６５-２１-１２５５
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パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
対
象

の
教
室
で
す
。
操
作
方
法
、
文

字
の
打
ち
方
な
ど
３
カ
月
間
じ

っ
く
り
学
び
ま
す
。
ワ
ー
ド
ソ

フ
ト
を
使
い
、
文
章
や
通
知
を

作
成
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

い
け
ず
に
途
中
で
退
講
す
る
こ

と
な
く
、
全
員
が
終
了
で
き
る

よ
う
に
お
さ
ら
い
を
入
れ
な
が

ら
受
講
生
同
士
が
楽
し
く
交
流

で
き
る
よ
う
授
業
を
進
め
ま
す
。

　
今
年
度
中
の
初
心
者
向
け
講

座
は
、
今
回
の
み
で
す
。

▼
対
象

市
内
に
居
住
す
る
６０
歳
以
上

で
、
パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て
触

れ
る
方

▼
日
時

５
月
１０
日
㈭
～
８
月
２
日
㈭

毎
週
月
・
木
曜
日

（
全
２４
回
）

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
松
尾
明
）

▼
内
容

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
、
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
、
メ
ー
ル
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
基
礎

▼
受
講
料

3
万
2
0
0
0
円

（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

▼
定
員

先
着
２０
人

（
最
少
開
講
人
数
6
人
）

▼
申
込
締
切

5
月
7
日
㈪

▼
申
し
込
み

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

☎
0
2
6
5（
２
２
）5
1
1
1

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込

み
が
で
き
ま
す
の
で
、
申
し

込
み
時
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

内
線
5
7
5
7

シ
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室

初
心
者
向
け
講
座

　
椅
子
に
座
っ
た
運
動
を
、
ゆ

っ
く
り
わ
か
り
や
す
く
行
い
ま

す
。
運
動
不
足
解
消
と
仲
間
づ

く
り
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　
初
回
と
終
了
時
に
は
体
力
測

定
を
行
い
、
運
動
の
効
果
が
確

認
で
き
ま
す
。

▼
対
象

６５
歳
以
上
で
は
つ
ら
つ
運
動

塾
に
今
ま
で
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方

▼
日
時

５
月
９
日
〜
１０
月
２４
日
の
第

２
・
４
水
曜
日
（
１２
回
）

午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

な
み
き
（
銀
座
３
丁
目
堀
端

ビ
ル
２
階
）

▼
定
員　
２５
人　

▼
参
加
費

２
０
０
円
／
回（
茶
菓
子
代
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
締
切

４
月
２３
日
㈪

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
支
援
課

内
線
５
７
５
２

は
つ
ら
つ
運
動
塾

な
み
き
会
場

　
１
年
間
を
通
じ
た
講
義
と
演

習
で
、
日
本
語
の
特
色
に
触
れ

な
が
ら
文
章
表
現
の
基
礎
力
を

養
い
ま
す
。

　
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な

方
は
も
ち
ろ
ん
、
苦
手
だ
と
い

う
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

5
月
〜
平
成
３１
年
3
月

（
月
１
回
／
全
１１
回
）

第
３６
期
文
章
講
座

※
第
1
回
講
座
／
5
月
２０
日
㈰

▼
場
所

　
上
郷
図
書
館

▼
内
容

文
章
の
書
き
方
に
つ
い
て
の

講
義
・
演
習
、
作
文
の
提
出

・
添
削
指
導

▼
講
師

　
鎌
倉
貞
男
さ
ん

　
（
元
高
森
中
学
校
校
長
）

▼
受
講
料

　
年
額
8
0
0
0
円

▼
定
員　
２０
人

▼
申
込
方
法

上
郷
・
中
央
・
鼎
図
書
館
で

申
込
書
を
記
入
し
て
提
出
し

て
い
た
だ
く
か
、
上
郷
図
書

館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

　
５
月
１８
日
㈮

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
上
郷
図
書
館

☎
0
2
6
5（
５
２
）2
5
5
１

▼
第
１
回
テ
ー
マ

堀
飯
田
藩
士
柳
田
東
助
と
松

尾
多
勢
の
接
点

▼
日
時

４
月
１５
日
㈰

文
学
連
続
講
座

午
前
１０
時
～
正
午

▼
場
所

中
央
図
書
館　
２
階
研
修
室

▼
講
師

鈴
川
博
さ
ん

▼
参
加
費

　
５
０
０
円

※
事
前
申
込
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

中
央
図
書
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）0
7
0
6



紙飛行機を飛ばそう
４月１５日㈰
１０：００～１２：００、
１３：００～１５：００
プチ凧を作ろう
４月２１日㈯ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
結いターンブーメランを作ろう
４月２２日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
飛ばそう！ペーパージャイロ
４月２９日㈷ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００
おもしろ科学大実験
すずきまどか先生の
サイエンスショー
５月５日㈷
おもしろ科学大実験
高校戦隊テックレンジャーショー
５月６日㈰
ＵＶビーズのアクセサリーを作ろう
５月13日㈰ １０：００～１２：００、１３：００～１５：００

理科実験ミュージアム
場所：かざこし子どもの森公園・おいで館

南信州飯田おもしろ科学工房  www.i-kagaku.net
生涯学習・スポーツ課　 内線３７４１

楽しいテーマがいっぱい！ 遊びにきてね！

http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.city.iida.lg.jp/

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い

市
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
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天
龍
峡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
工
事
現
場
か
ら
、
こ
の
付
近

が
か
つ
て
湖
だ
っ
た
証
拠
が
見

つ
か
り
ま
し
た
。
太
古
の
天
龍

峡
の
姿
と
天
龍
峡
を
せ
き
止
め

た
原
因
を
探
り
ま
す
。
聴
講
無

料
で
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

▼
テ
ー
マ

天
龍
峡 

太
古
は
湖
だ
っ

た
！

▼
日
時

４
月
２２
日
㈰

美
博
の
自
然
講
座

　
不
思
議
な
微
の
世
界
を
紹
介

し
ま
す
。
観
覧
券
を
お
持
ち
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

▼
日
時

４
月
１
日
㈰
、
１５
日
㈰

午
前
１１
時
～
正
午
、

午
後
２
時
～
３
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

美
博
の

電
子
顕
微
鏡
観
察
教
室

　
弥
生
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
か

ら
出
土
す
る
ガ
ラ
ス
製
の
玉
を

「
と
ん
ぼ
玉
」
と
呼
び
ま
す
。

と
ん
ぼ
玉
を
昔
の
作
り
方
で
作

ぎ
や
ま
ん
工
房

と
ん
ぼ
玉
づ
く
り

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
多
少
の
コ

ツ
を
つ
か
め
ば
誰
で
も
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象

小
学
生
高
学
年
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時

４
月
１５
日
㈰

午
前
９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

▼
場
所

上
郷
考
古
博
物
館

▼
定
員

　
２４
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
初
め

て
の
方
を
優
先
し
て
抽
選
を

行
い
ま
す
。

▼
参
加
費

3
0
0
円

※
展
示
観
覧
料
は
含
み
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢（
学
年
）、

電
話
番
号
、
参
加
経
験
の
有

無
を
明
記
の
上
、
F
A
X
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

４
月
８
日
㈰
（
必
着
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
郷
考
古
博
物
館

☎
0
2
6
5（
５
３
）3
7
5
5

0
2
6
5（
５
３
）3
7
5
6

kouko@iida-museum.org

午
後
1
時
３０
分
～
3
時

▼
場
所

美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

松
島
信
幸
さ
ん

（
美
術
博
物
館
顧
問
）

▼
問
い
合
わ
せ

美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
長
野
県
弁
護
士
会
飯
田
在

住
会
と
共
催
で
、
弁
護
士
に
よ

る
講
話
を
毎
月
開
催
し
て
い
ま

す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

1
2
0
年
ぶ
り
の
民
法
大
改

正
の
ポ
イ
ン
ト

▼
日
時

４
月
１９
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
場
所

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

宮
下
将
吾
さ
ん
（
み
な
み
信

州
法
律
事
務
所
弁
護
士
）

▼
申
込
方
法

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
0
２
６
５（
２
４
）８
０
５
８

く
ら
し
に
役
立
つ

法
律
の
は
な
し



◉問い合わせ／税務課 資産税土地係　内線５１７４

平成３０年度固定資産 「縦覧帳簿の縦覧」 「課税台帳の閲覧」 を行います。
縦覧帳簿の縦覧により、近隣の土地・家屋の固定資産評価額をご覧いただき、ご自分が所有している固定
資産の評価額が適正であるかどうか判断していただくことができます。
また、課税台帳の閲覧により、ご自身の土地・家屋・償却資産の課税内容を確認していただくことができま
す（償却資産を除き、５月にお送りする課税明細書でもご確認いただけます）。

固定資産税　縦覧・閲覧について固定資産税　縦覧・閲覧について固定資産税　縦覧・閲覧について

縦覧・閲覧できるもの

縦覧・閲覧できる方

期 間 お よ び 時 間

縦 覧・閲 覧 の 場 所

手　数　料

持　ち　物

縦覧帳簿の縦覧 課税台帳の閲覧
土地・家屋価格等縦覧帳簿

（所有者情報、課税標準額は縦覧できません）

本人確認ができるもの（運転免許証、マイナンバーカードなど）
顔写真のない健康保険証などは、２点以上ご用意ください

なし

固定資産税の納税義務者、同居の親族、納税管理人、相続人および代理人など

税務課

固定資産課税台帳
（納税義務者本人所有の固定資産に限ります）

閲覧は無料、コピーは１枚１０円

税務課、各自治振興センター
りんご庁舎市民証明コーナー

４月2日㈪～５月３１日㈭　（土・日曜日、祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

※複数の閲覧を希望する場合はあらかじめ事前に電話予約をしてください。

決定

上 下 左 右飯田市からのお知らせ、地
域からのお知らせ、お悔やみ
情報、リサイクルステーション、
休日当番医、緊急情報など、
生活に役立つ情報をお届けし
ています。

リモコンの　　　　　　　　ボタンで
画面表示の情報メニューを移動し選択します。
リモコンの　　　ボタンを押すことによって、
その情報の内容を見ることができます。

決定

上 下 左 右ご
利
用
方
法

■問い合わせ
総務文書課　情報システム係
内線２１２８

ケーブルテレビの

デジタル１２チャンネルで

放送中!!

ゆい

結
い
タ
ー
ン
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
室

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ゆ
い
た
ん
」

■問い合わせ
結いターンキャリアデザイン室　内線３５１２
http://www.city.iida.lg.jp/site/yuiturn/
yuiturn@city.iida.nagano.jp

U
タ
ー
ン
I
タ
ー
ン
を

応
援
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

結
い（
U
I
）タ
ー
ン
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市
民
農
園
利
用
者
募
集

　
市
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
市

民
農
園
で
は
、
農
園
利
用
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
で

育
て
た
野
菜
を
食
べ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
募
集
対
象
の
農
園

下
表
の
と
お
り

※
区
画
面
積
は
３０
〜
１
０
０
㎡

程
度
で
す
が
、
農
園
ご
と
に

異
な
り
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

農
業
課
ま
で
お
電
話
く
だ
さ

い
。
希
望
さ
れ
る
農
園
の
開

設
者
の
連
絡
先
を
ご
案
内
し

ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

農
業
課

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
７

募集対象の農園
農　 園 　名 地 区 空き区画数

原田農園 白山通り ３区画

市民農園 松尾片羽 松尾代田 ９区画

市民農園 鼎中平 鼎中平 ４区画

菅沼農園 宮の上 ２区画

飯田ふれあい農園「桐林農園」 桐林 １３区画



今月のプレゼント今月のプレゼント
ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ
『オリジナルグッズセット』 

※Ｔシャツ（Lサイズ）、
　メッシュキャップ、
　缶バッジのセットです。

※Ｔシャツ（Lサイズ）、
　メッシュキャップ、
　缶バッジのセットです。

２０１８ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ
５月２４日（木） 開催！！

３名様に
プレゼント

応募締切 ４月２７日㈮ （必着）
次の事項を必ず記入し、官製はがきまたはＥメールで
ご応募ください。
①住所　②氏名　③年齢　④電話番号
⑤広報いいだの感想
良かった記事 良くなかった記事 その他感想など

【あて先】
〒３９５－８５０１ 飯田市大久保町２５３４
飯田市秘書広報課
    「広報いいだプレゼント係」 宛
　 ｓｋｏｕｈｏｕ＠ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｎａｇａｎｏ.ｊｐ
※抽選結果はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

※それぞれに第２０回大会（２０１７年大会）の
　ロゴが入っています。
※それぞれに第２０回大会（２０１７年大会）の
　ロゴが入っています。

各種相談所 相談は無料、秘密は厳守します。

相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ 相 談 名 日　時 場　所 問い合わせ
市役所Ａ棟１階

教 育 相 談

行 政 相 談

結 婚 相 談

こころの相談日

市役所C棟１階

市役所Ａ棟３階
（産業振興課内）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：００ 市役所Ａ棟３階 教育相談室

内線３７２１

毎月第２火曜日
１３：００～１６：００

総務文書課
内線２１１１

さんとぴあ飯田
※本人の相談が
原則
※本人確認がで
きる書類と写
真１枚が必要

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８２

毎月第２月曜日
１３：３０～
１５：００～

市役所
保健センター２階

保健課保健指導係
内線５３０６
（予約制）

障がいのある方
または

ご家族の相談

飯伊圏域障がい者
総合支援センター
☎０２６５（２４）３１８２

消費生活相談
（多重債務相談を含む）

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

飯田市消費生活センター
☎０２６５（２２）４５３０

ジョブカフェいいだ
就 活 相 談

中小企業経営者
のための

経営悩み相談

法律相談
（係争中の
ものは除く）

毎週月～金曜日
8:30～17:15

毎月第４木曜日
１２：３０～１５：００

毎月第２金曜日
１３：００～１７：００

飯田商工会議所
（常盤町４１）

ジョブカフェいいだ
内線３５１４
（予約制）

市役所
保健センター２階不妊・不育相談

4月18日（水）
17：00～19：00
5月2日（水）
13：00～15：00

保健課健康推進係
内線５５１３
（予約制）

飯田商工会議所
☎０２６５（２４）１５００
(予約制）

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０
（予約制）

さんとぴあ飯田
（ほっとカフェわたの実）認知症の方や

家族の相談・交流

毎月第２・４木曜日
１０：００～１２：００

社会福祉協議会
☎０２６５（５３）３１８０

まいさぽ 飯 田生活や就労など
の総合的な相談

毎週月～金曜日
９：３０～１７：００

まいさぽ飯田
☎０２６５（４９）８８３０

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

毎月第２､第３日曜日
１３：３０～１６：００
受付１５：３０まで

毎週月～金曜日
（祝日は休み）
８：３０～１７：３０

さんとぴあ飯田

休
日

平
日

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

子育て支援課
内線５７３９

毎月第３火曜日
１３：３０～１６：３０

男女共同参画課
内線５４５１
（予約制）

毎週火曜日
１３：００～１６：００
受付１５：００まで

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０ 社会福祉協議会

☎０２６５（５３）３１８０
（受付順）

毎週火・木曜日
１３：００～１７：００

毎週水・金曜日
１３：００～１７：００

毎週月・火・木・金曜日
１３：００～１７：００

毎月第２・４水曜日
１２：３０～１５：３０
（４月無し、５月第２
水曜日除く）

飯田勤労者
福祉センター

産 業 振 興 課
☎０２６５（５３）６０７８
南信労政事務所
☎０２６５（７６）６８３３

外
国
語
相
談

市役所Ａ棟１階
（外国人相談窓口）

男女共同参画課
内線５４５３

毎週月～金曜日
８：３０～１７：３０

高齢者の介護
予防や生活の
相談

成年後見相談

の

相

談

女
性
の
た
め

心
　配
　ご
　と
　相
　談

☎０２６５（５３）３１８７いいだ成年後見支援センター

☎０２６５（５６）１５９５
☎０２６５（２７）６０５２
☎０２６５（２８）２３６１
☎０２６０（３４）１０６６

いいだ地域包括支援センター
かわじ地域包括支援センター
かなえ地域包括支援センター
南信濃地域包括支援センター

市役所Ａ棟１階

市役所C棟１階

さんとぴあ飯田

悩みごと

法律相談

特別相談
（法律的）

一般相談ポルトガル語

タガログ語
英 語

中 国 語

巡回労働相談
（予約制）

子 育 て 相 談
教育支援・就学相談
家庭児童相談

内線５３４３
内線５３４２
内線５３０１

毎週月～金曜日
８：３０～１７：１５

りんご庁舎２階
こども家庭応援
セ ン タ ー

ゆうゆうカフェ担当
☎０２６５（５３）６０４８

介護老人保健施設
ゆうゆう

毎月第４日曜日
１３：００～１５：００

市長の留守番電話 ０２６５（２３）８１８１市民の皆さんの
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。
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工事用車両の通行などに関する確認書の調印式（２月１４日）

準備工事が始まった妙琴公園（２月１５日）

２月１５日、鼎切石の妙琴公園で中央アルプストン
ネル松川工区（４.９キロ）の準備工事が始まりました。
市内では初めて行われるリニア工事です。
中央アルプストンネル松川工区のトンネル掘削は、

妙琴公園の松川上流部より２０１９年度末頃から開始す
ることを予定していますが、その前に作業場（施工ヤー
ド）や工事用道路・仮設桟橋の整備、工事車両が走
る道路の拡幅工事などの準備工事を行います。
また、地元鼎地区では、飯田市と共に、工事およ
び工事車両の通行による地域への影響を低減し、交
通安全の確保を図ることを目的に、工事用車両の通
行などに関する確認書を事業者側と締結しています。
環境に配慮した工事が確実に実施されるよう、ＪＲ東海
と引き続き調整してまいります。

市内初のリニア工事
中央アルプストンネル松川工区の
準備工事が始まりました

市内初のリニア工事
中央アルプストンネル松川工区の
準備工事が始まりました

●問い合わせ／リニア推進課　内線３３２１

昨年１１月に、ムトス飯田推進委員会の中に、新たな組
織として「コーディネート専門委員会」を立ち上げまし
た。今回は、この組織について紹介します。

●問い合わせ／ムトスまちづくり推進課　内線５４３３特別編

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
専
門
委
員
会

３５
年
に
及
ぶ
こ
れ
ま
で
の
ム
ト
ス
飯
田
の

市
民
活
動
へ
の
支
援
は
、「
ム
ト
ス
飯
田
賞
」

「
ム
ト
ス
飯
田
助
成
事
業
」 「
ム
ト
ス
飯
田
交

流
会
」「
ム
ト
ス
飯
田
学
習
会
」「
ム
ト
ス
飯
田

市
民
フ
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ド
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、
新
し
い
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つ
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。し
か
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援
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し
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く
」 「
参
加
し
て
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だ
く
」
と
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身
の
立
場
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ら
の
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た
。そ
こ

で
、
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度
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的
に「
こ
ち
ら
か
ら
出

か
け
て
い
く
」支
援
を
目
指
し
、
報
道
や
情
報

誌
の
関
係
者
な
ど
、市
民
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に
関
し
て
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広

い
情
報
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つ
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人
を
委
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し
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て
い
く
こ
と
が

で
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れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
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後期高齢者医療制度加入者の健診申し込みについて後期高齢者医療制度加入者の健診申し込みについて

国民健康保険加入者の特定健診について国民健康保険加入者の特定健診について

保健課（本庁舎Ａ棟１階Ａ９窓口）　健康推進係 特定健診担当　内線５５１４／国保係　内線５５２２問い合わせ

保健課（本庁舎Ａ棟１階Ａ９窓口）　健康推進係　内線５５１４申し込み先

飯田市国保では、平成３０年４月１日以前から継続して国民健康保険に加入している方を対象に特定健診を
実施します。連絡や申し込みが必要な場合もありますので下記をご確認ください。特定健診は国が定めた年に
一度の健診です。現在の健康状態を知るために必ず受診してください。
※飯田市国保以外の健康保険に加入している方は、会社などで受診方法を確認してください。
※飯田市国保に４月２日以降に加入する方（今年度４０～７４歳になる方）で、健診を希望される方はお問い合わせください。

◎かかりつけの医療機関で同等の検査をしており、特定健診を受診しない場合
特定健診と同等の検査データを飯田市に提出していただくことで、改めて特定健診を受診しなくても特定健診を
受診したことになります。受診券が送付されましたらかかりつけの先生に相談してください。

◎飯田市国保加入者で、３９歳以下の方の健康診査について
昭和５４年４月１日以降生まれで健診を希望される方は、集団健診を受診できます。
保健課特定健診担当までお申し込みください。実施通知・問診票を発行します。　  ★申込締切 ４月２７日㈮まで

◎人間ドックを指定医療機関で受ける場合
飯田市特定健康診査受診券を医療機関に提出することにより、人間ドッグに係る費用のうち、約7,500円を国保
が負担することができます。４～６月に人間ドックを受診予定の方は、予約日の１週間前までに保健課特定健診担
当へご連絡ください。受診券を先行して発行します。

対 象 者 健 診 方 法 申 し 込 み 　自己負担額

費用申 し 込 み健 診 方 法対 　 象 　 者

◆健診費用

全員実施項目
（問診、診察、血圧、身体
計測、尿検査、血液検査）
１,０００円（※１）（※２）
（※１）４０歳になる方は集
団健診に限り無料（昭和５３
年４月１日～昭和５４年３月
３１日生）
（※２）世帯主と世帯の国保
加入者全員が、前年度住
民税非課税の場合は無料

オプション項目
（集団健診のみ）

６００円
４００円

心電図
眼底検査

今年度、検査項目と
健診費用が変わります！

集団健診の心電図・眼底検査は全員への実施から、希望者が受け
られる項目に変更します。それに伴い、全員実施項目（問診、診察、
血圧、身体計測、尿検査、血液検査）の費用が安くなります。
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平成30年度 市税等納期の一覧
★税金、保険料および料金は納期限までに
　納めましょう。 ■問い合わせ 税、保険料関係

上下水道料金関係
納税課
水道料金お客様センター

内線５１５１～５１５９
☎０２６５（２１）１１３２

税
金
、保
険
料納 

期 

月

※上下水道料金は、口座振替日、再振替日ともに、税および保険料とは異なりますので、ご注意ください。
【上下水道の検針地区】
A地区…橋北、橋南、羽場、丸山、東野、座光寺、下久堅（知久平を除く。）、上久堅、千代、龍江、伊豆木、山本（久米を除く。）、沢城、上村および南信濃
B地区…松尾、知久平、竜丘、川路、立石、下瀬、久米、伊賀良（沢城を除く。）、鼎および上郷

市
県
民
税

（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

都
市
計
画
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
）

介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料（

普
通
徴
収
）

口座振替日（※）
納 期 限

便利な 納めませんか

指定した預貯金口座から、振替日に自動で引き落としされます。
納期のたびに金融機関窓口などへ足を運ぶ必要がありません。
一度手続をすれば、毎年継続されます。
納付確認は、通帳記帳でできます。

預貯金口座のある金融機関で行ってください。
必要なもの　預貯金通帳、届出印および市税などの納付書

口座振替で
こんなに便利

申込手続 口座の預貯金残高が不足している場合は振替ができません。
振替口座を変更される場合は、変更後の口座のある金融機関で手続を行ってください。
口座振替の開始（または口座の変更）は手続をした翌月以降の納期分からになります。

飯田信用金庫
長野県信用組合
みなみ信州農業協同組合

下伊那園芸農業協同組合
長野県労働金庫
ゆうちょ銀行・郵便局

長野銀行
八十二銀行

取扱金融機関

口座振替の注意事項

４月
５月 １期 １期

６月 １期

７月 ２期

８月 ２期

９月
１０月 ３期
１１月
１２月 ３期

１月 ４期

２月 ４期

３月

４月納期分

５月納期分

６月納期分

７月納期分

８月納期分

９月納期分

１０月納期分

１１月納期分

１２月納期分

１月納期分

２月納期分

３月納期分

５月１日（火）

５月３１日（木）

7 月2 日（月）

７月３１日（火）

８月３１日（金）

１０月１日（月）

１０月３１日（水）

１１月３０日（金）

１２月２６日（水）

１月３１日（木）

２月２８日（木）

４月１日（月）

検針

４月検針分 検針

検針

６月検針分 検針

検針

８月検針分 検針

検針

１０月検針分 検針

検針

１２月検針分 検針

検針

２月検針分 検針

３月検針分

５月検針分

７月検針分

９月検針分

１１月検針分

１月検針分

A地区 B地区

上 下 水 道 料 金

再振替 ▲ ５月１５日

再振替 ▲ ６月１５日

再振替 ▲ ７月１３日

再振替 ▲ ８月１５日

再振替 ▲ ９月１３日

再振替▲ １０月１5日

再振替▲ １１月１４日

再振替▲ １２月１４日

再振替 ▲ １月８日

再振替 ▲ ２月１５日

再振替 ▲ ３月１４日

再振替 ▲ ４月１５日

口座振替日▲ ５月２５日

口座振替日▲ ７月２５日

口座振替日▲ ９月２５日

口座振替日▲ １１月２６日

口座振替日▲ １月２５日

口座振替日▲ ３月２５日

口座振替日▲ ４月２５日

口座振替日▲ ６月２５日

口座振替日▲ ８月２７日

口座振替日▲ １０月２５日

口座振替日▲ １２月２１日

口座振替日▲ ２月２２日
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◉リニア事業がさらに本格化する中、関係する皆さんに寄り添った丁寧な対応を行うため、
　リニア推進部の組織体制を見直しました。
◉建設部の業務分掌を明確にするため、課の名称を変更しました。

主な変更点

３階フロアマップ変更点

これまで ４月から 変更内容

平成３０年４月から市役所の
組織を一部変更します。
平成３０年４月から市役所の
組織を一部変更します。

リニア事業について、担当
部署の混同を回避し業務
分掌を明確にするため、建
設部の国県リニア事業課
を国県関連事業課に課名
を変更します。

リニア本線・リニア駅周辺・
代替地などの用地取得事
務を行う課として、リニア用
地課を新設します。

リニア推進部

リニア推進課
リニア整備課

建設部

管理課
地域計画課
土木課
国県リニア事業課

リニア推進部

リニア推進課
リニア整備課
リニア用地課

建設部

管理課
地域計画課
土木課
国県関連事業課

棟へ

棟へ
棟へ
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４月１０日㈫～５月９日㈬

○地域計画課（市役所Ｃ棟３階）
○行政資料コーナー
（市役所Ａ棟２階総務文書課で受付）
○各自治振興センター
（橋北、橋南、羽場、丸山および東野地区を
  除く）
○飯田市公民館および橋北・橋南・羽場・
　丸山・東野公民館
※市の公式ウェブサイトでも閲覧できます。

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間
意見の募集期間

飯田市住宅基本計画（案）に対するご意見を募集します。

飯田市住宅基本計画は、住生活基本法において、住生活の安定の確保および向上に関する施策の推
進についての理念や、国、地方公共団体および住宅関連事業者の責務が定められたことから、飯田市にお
ける住宅施策の基本的な方針を示すため、平成１９年に策定されました。
この度、現行計画を見直すとともに、今後推進すべき住宅施策の方向
性を示すものとして、新たな計画づくりに取り組んできました。
つきましては、計画案を作成しましたので、市民の皆さまからご意見など

を募集します。
※お寄せいただいたご意見とそれに対する市の考え方については、後日公表します。

午前８時３０分～午後５時１５分
　（土・日曜日、祝日を除く）

問 い 合 わ せ
〒３９５-８５０１　飯田市大久保町２５３４番地
建設部　地域計画課　建築係
内線 ３７９１～３７９３　　　０２６５（５２）１１３３
　 chiikikeikaku@city.iida.nagano.jp

意見の提出方法
意見書に住所、氏名（法人、その他の団体にあっては主
たる事務所の所在地、名称、代表者氏名）を明記の上、
閲覧場所へ持参していただくか、郵送またはＦＡＸ、
Ｅメールにより下記まで送付してください。

パブリックコメント

人形劇の掲示板人形劇の掲示板人形劇の掲示板

■申し込み・問い合わせ
ＮＰＯ法人いいだ人形劇センター　☎０５０（３５８３）３５９４　
または　飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２

黒田人形浄瑠璃　奉納公演
日程：４月７日㈯ １８：００

８日㈰ １３：００
会場：下黒田諏訪神社人形舞台
麻績の里さくらまつり人形劇公演
日時：４月７日㈯・８日㈰ ①11：00 ②１3：００
会場：竹田扇之助記念国際糸操り人形館
出演：竹田人形座竹の子会
料金：４００円 （入館料・お抹茶券で無料）
人形劇定期公演（２０１8年４月）
日時：４月１２日㈭ １９：３０
会場：飯田人形劇場
出演：劇団ふたご座／「田辺」
料金：２００円

★いいだ人形劇センター人形劇講座

★竹田の糸操りワークショップ

４月～１２月の金・土曜日 （隔週）

人形劇を上演してみたい人、大募集中です。
詳しくはお問い合わせください。

東京から竹田人形座の鈴木友子さんをお迎えして
糸操りの技術を学びます。

★いいだ人形劇フェスタ

上演参加劇団募集中 （締め切り４月３０日㉁）
いいだ人形劇フェスタ実行委員 （随時募集中）

いいだ人形劇フェスタ事務局までお問い合わせください。
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ゆいきっず広場か、こども家庭応援センターまでお申し込みください。

ゆいきっず講座ゆいきっず講座飯田市こども
家庭応援センター

◎ゆいきっずについて…内線５３４６
◎子育てに関する相談…内線５３４３

飯田市本町１－１５　りんご庁舎２階

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

とは…
子育て家庭を応援する総合的施設です

親子でくつろげる 「ゆいきっず広場」
楽しく、学べる 「ゆいきっず講座」

子育て情報サロン（授乳室を併設）「すくすくサロン」
発達・子育ての相談窓口

　　 　　　　　　などがご利用いただけます。

★ゆいきっず広場…火曜日を除く各曜日 ９：００～１６：００
（本町駐車場は初めの１時間無料、その後３０分ごと１００円かかります。）
★すくすくサロン…毎日 ９：００～１７：１５
★子育て相談窓口…平日（月～金曜日） ８：３０～１７：１５

音楽で遊ぼう♪
日時：４月１７日（火） １０：００～（３０分程度）
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：歌、体操、音楽遊びなど　　講師：藤田聖子さん
対象：市内在住、一人歩きができる０～３歳の子どもさんと保護者
定員：１５組
申込締切：４月６日（金）
※当日はゆいきっず広場はお休みです。

おはなしの会
日時：４月２６日（木） １０：３０～（３０分程度）
場所：こども家庭応援センター キッズルーム
内容：絵本の読み聞かせ、絵本の紹介、パネルシアター、絵本の貸出
講師：飯田市図書館職員　　対象：０～３歳の子ども向け
持ち物：絵本を入れる袋、図書貸出カード（無い方は当日

作成できますので身分証をお持ちください。）
※予約不要　　※当日はゆいきっず広場は運営日です。

要予約

気に入った
絵本を借りて
いきましょう♪

三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信三遠南信通信 遠
州
遠
州三市合同企画 第１４５回三市合同企画 第１４５回
東
三
河

東
三
河

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館

は
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園

「
の
ん
ほ
い
パ
ー
ク
」内
に
あ

る
博
物
館
で
、５
月
１
日
㈫

に
開
館
３０
周
年
を
迎
え
ま

す
。当
初
は
博
物
館
単
独
で

し
た
が
、そ
の
後
、博
物
館
・

動
物
園
・
植
物
園
・
遊
園

地
が
一
体
と
な
っ
た
全
国
で

も
珍
し
い
施
設
に
な
り
ま

し
た
。今
年
は
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
目
白
押
し
で
、４
月
２８

日
㈯
〜
５
月
２７
日
㈰
に
企

画
展「
自
然
史
博
物
館
３０
年

の
歩
み
」、５
月
２
日
㈬
に
開

館
３０
周
年
記
念
式
典
で
エ

ド
モ
ン
ト
サ
ウ
ル
ス
の
腰
部

分
の
化
石
の
初
公
開
を
行

い
ま
す
。ま
た
、７
月
に
は

恐
竜
が
テ
ー
マ
の
展
示
な

ど
も
予
定
し
て
お
り
、ご
家

族
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

陽
気
の
良
い
こ
の
季
節
、

自
然
史
博
物
館
に
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。豊橋市自然史博物館

開館時間／９：００～１６：３０
（入館は１６：００まで）

休館日／月曜日
（祝・休日の場合は翌平日）

入館料／無料 （総合動植物公園入園料
大人６００円、小・中学生１００円
必要）

問い合わせ／豊橋市自然史博物館
☎０５３２（４１）４７４７

豊
橋
市
自
然
史
博
物
館
へ

春休み、

ゴールデン

ウィークは

［広報いいだ］２０１８.４.１ 26



りんご並木のエコハウスで時を過ごし
快適さ、心地よさを体感してください。

りんご並木のエコハウス（本町２-３０）
電話 ０５０-３５８３-１５８３
（受付時間 ９：００～１７：００　月曜定休）

申し込み・
問い合わせ

★定員／各１０人程度　  ※持ち物など詳細はお問い合わせください。

ちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活をちょっと
　エコな

生活を

４月６日㈮より申し込み受付開始します

４月のエコカフェ

★地元の野菜でお手軽中華！
チンジャオロース・サラダ・スープ・杏仁豆腐
日時：４月１８日㈬

①１０：００～１２：００ ②１３：００～１５：００
講師：森山哲子さん
参加費：６００円
持ち物：エプロン、三角巾、タッパー

★～端午の節句に～
こいのぼりの巻きずしを作ろう！
日時：４月２０日㈮ １０：００～１２：００
講師：飾り巻きずしインストラクターｍａｃｈｉさん
参加費：１,０００円
持ち物：巻きす、エプロン、三角巾、タッパー

★～北欧のエコクラフト体験講座～
地元の麦わらを使ってヒンメリ（光のモビール）
を作ろう！
日時：４月２４日㈫ １０：００～１２：００
講師：Ｙｕｌａｎ（ユラン）さん
参加費：８００円
持ち物：はさみ、持ち帰り用袋

★エコカフェフリー
日時：４月２６日㈭ １０：００～１２：００
講師をやってみたい！
こんなことをやってほしい！
などなど、コーディネーター
が皆さんの意見を
お聞きします。

★～旬の筍を使って～
春のわくわく、行楽弁当を作ろう！
日時：５月１５日㈫

①１０：００～１２：００
②１３：３０～１５：３０

講師：伊原 郁さん
参加費：８００円
持ち物：エプロン、三角巾

「
自
分
で
判
断
す
る
力
」

４
月
と
い
え
ば
新
生
活
。

引
っ
越
し
や
転
勤
、
進
学
な

ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
が
こ
れ

ま
で
と
変
わ
り
、
新
た
な
生

活
用
品
を
購
入
す
る
機
会

が
増
え
る
季
節
で
す
。

今
の
時
代
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
か
ら
「
こ
ん
な

素
敵
な
も
の
が
あ
り
ま
す

よ
」「
買
わ
な
い
と
損
で
す

よ
」「
限
定
品
で
す
」
な
ど

多
種
多
様
な
情
報
が
入
っ
て

購
買
意
欲
を
そ
そ
ら
れ
ま

す
が
、
大
切
な
の
は
自
分
で

判
断
す
る
力
を
養
う
こ
と

で
す
。

例
え
ば
、
車
が
好
き
だ

か
ら
車
に
は
お
金
を
か
け
る

け
れ
ど
、
服
は
そ
ん
な
に
買

わ
な
く
て
も
い
い
と
い
う
人

も
い
れ
ば
、
健
康
第
一
だ

か
ら
食
べ
物
に
は
お
金
を
か

け
る
け
れ
ど
、
そ
の
分
他
で

節
約
を
す
る
と
い
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
あ
る
人
に

と
っ
て
必
要
な
も
の
が
、
自

分
に
と
っ
て
も
必
要
な
も
の

で
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

無
駄
な
も
の
を
買
わ
な
い

コ
ツ
は
、
実
質
的
な
価
値
を

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で

す
。
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
あ
わ
せ
て
自
分
の
考
え
方

を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
れ
ば
、

生
活
の
満
足
度
が
上
が
り

無
駄
な
買
い
物
を
し
な
い
そ

う
で
す
。
買
い
物
で
後
悔

す
る
こ
と
が
多
い
人
は
、

「
欲
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

を
抑
え
て
少
し
立
ち
止
ま
っ

て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

高
い
安
い
に
と
ら
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
時
々
で
本

当
に
必
要
な
も
の
か
を
判

断
し
て
購
入
す
る
と
、
心

の
満
足
度
が
上
が
り
自
然

と
無
駄
な
買
い
物
が
減
ら

せ
ま
す
。

自
分
の
好
き
な
物
や
気

に
入
っ
た
物
な
ど
、
今
あ
る

も
の
を
大
切
に
使
う
と
い
う

こ
と
も
意
識
し
て
、
豊
か
な

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
。

エ
コ
ラ
イ
フ
を
楽
し
も
う

※申し込みはお電話でお願いいたします。
※当日キャンセルの場合は、講座によっては参加費をお支払い
いただきます。

たけのこ
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公園事務局／☎０２６５（５９）８０８０　 ０２６５（５９）８０７９
http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

【連続講座】 こども魚つり教室
５月１３日㈰ 前半／準備 ９：００～１１：００

後半／体験 １３：００～１５：００
対象：小学生以上
主催：天竜川上流河川事務所
内容：久米川にすむハヤを釣ってみよう！

※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはできません。
春色白玉づくり
４月１５日㈰ １０：３０～１２：００受付　材料費：１５０円

おもちゃの修理屋さん
４月１４日㈯、２８㈯ １０：００～１４：００
場所：なかまの館　講師：玩具の修理屋さん

かざこし寺子屋デイキャンプ
４月２１日㈯・２２日㈰ ９：３０～１６：３０（受付９：１５～）
参加費：２,０００円（保険料含む）
受付場所：なかまの館
対象：小学生
※予約制（公園ホームページからお申し込みください）
※予約期間：４月１４日㈯まで（定員になり次第、受付を終了します）

かざこし子どもの森公園　写生大会
５月１２日㈯ ９：３０～１５：００　受付場所：風の回廊
持ち物：画材、画板（画用紙はこちらで用意します）
主催：国際ソロプチミスト飯田

こいのぼりかざりをつくろう
４月１４日㈯ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１５０円　講師：どんぐりの会の皆さん

ペーパーフラワーをつくろう（カーネーション）
５月１３日㈰ １０：００～１２：００、１３：３０～１５：００
材料費：１００円

４月１６日㈪、２３日㈪、５月７日㈪、１４日㈪

※イベントの日程は、天候や主催者の都合により変更にな
る場合があります。変更は公園ホームページにて随時
お知らせいたします。

～かざこし子どもの森公園では、４月２９日～５月７日までのゴールデンウィーク
期間楽しいイベントがもりだくさん！ぜひご家族そろっておでかけください♪～
※材料がなくなり次第、受付を終了します。
※食の工房体験学習で作った食品のお持ち帰りはできません。
革のキーホルダーをつくろう
４月２８日㈯～３０日㉁、５月３日㈷～６日㈰
１０：００～１５：００
材料費：５００円　場所：なかまの館

木のストラップをつくろう
４月２８日㈯～３０日㉁、５月３日㈷～６日㈰
１０：００～１５：００
材料費：１５０円　場所：なかまの館

焼き板づくり
４月２８日㈯ １０：００～１５：００　材料費：１００円
場所：木の工房　※汚れてもいい服装で来てください

窯焼きピザづくり（マルゲリータ）
４月２９日㈷ １０：３０～受付　材料費：３００円
場所：食の工房

さかな釣り（焼いて食べよう）
４月３０日㉁ １０：３０～受付　材料費：５００円
場所：食の工房前

かざこし子どもの森公園
森のわくわくアウトドア体験
５月３日㈷～６日㈰
さかな釣り 竹の器づくり ＆ 流しそうめん
竹でごはんを炊いてみよう　などなど
※詳細は公園ホームページをご覧ください

かとちゃんの陶芸教室
５月３日㈷～６日㈰ １０：００～１５：００
材料費：１,０００円　場所：土の工房
講師：加藤元秀さん（陶芸家）

おしなご遊びを体験しよう
５月３日㈷ １０：００～１５：００
材料費：１００円～　場所：なかまの館
講師：信州お手玉の会 篠田啓子さん

野に咲く花の紙芝居
５月３日㈷ １１：００～１１：３０　場所：なかまの館
おかもち劇団　大道芸＆マジックショー
５月４日㈷ １１：００～１２：００　場所：なかまの館
みんなのステージ☆森の発表会
５月５日㈷ １０：００～１５：００　場所：風の広場・回廊
いろりばたの会　五平餅づくり
５月５日㈷ １０：００～受付
材料費：１００円　場所：食の工房
主催：いろりばたの会の皆さん

窯焼きピザづくり（ツナマヨ）
５月６日㈰ １０：３０～受付　材料費：３００円
場所：食の工房

けん玉教室
５月６日㈰ １３：３０～１５：３０　場所：なかまの館
講師：アップルけん玉クラブの皆さん

羊の毛でアクセサリーづくり
４月１５日㈰、２２日㈰、５月３日㈷～６日㈰、１３日㈰
１１：００～１７：００
材料費：６００円～　場所：なかまの館
主催：アトリエＲｕｒｒｅ

森森子ども大学（子ども体験学習）

春の特別企画

ゴールデンウィークの特別企画

食の工房体験学習

なかまの館体験学習

市民の皆さんによる活動

休館日 （４月１５日～５月１４日の期間中）

かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！かわらんべＨＰに講座予定を掲載中！

※小学２年生以下は保護者同伴でお願いします。
各講座の持ち物は申し込み時、またはホームページで
確認ください。

各日
５０人程度
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飯田動物園／☎０２６５（２２）０４１６
http://iidazoo.jp/

天竜川総合学習館かわらんべ／☎０２６５（２７）６１１５
http://kawaranbe.net/

各 施 設 か ら の お 知 ら せ

記念品を
プレゼントします。

ヒツジをつくろう
４月１４日㈯・１５日㈰
１３：３０～１４：３０ （雨天中止）
材料費：１個５０円

飼育の日企画☆飼育員検定
４月２１日㈯ １３：３０～１４：３０ （雨天中止）
愛鳥週間イベント「鳥っておもしろいよ！」
５月２日㈬～３１日㈭

こいのぼりを完成させよう
４月２８日㈯～５月６日㈰
動物グッズ販売
４月２８日㈯～５月６日㈰ １０：００～１５：００
価格：１００円～

ウンチにタッチ
５月３日㈷～６日㈰ １１：００～１２：００ （雨天中止）
動物の色塗り遊び
５月３日㈷～６日㈰ １０：００～１５：００ （雨天中止）
材料費：１個２５０円
※材料がなくなり次第終了

開園記念日イベント
５月３日㈷
９：００～１５：００

ウォーキングを楽しむ
４月１９日㈭ １３：３０～１５：３０
対象：成人
講師：酒井浩文 （ソウル五輪競歩代表）
内容：初心者向けのコースを歩きます。

春の野草クッキング
４月２１日㈯ ９：００～１２：００　対象：幼児～成人
講師：かわらんべ協力員
内容：野草・雑草！？

おいしく食べよう！
大人の探鳥・撮影会 「春」
４月２２日㈰ ９：００～１１：００
対象：成人
講師：米山富和 （美術博物館）
内容：野鳥の鑑賞と写真撮影を楽しみます。

小川のおサカナ復活作戦
４月２８日㈯ ９：００～１１：３０　対象：幼児～成人
主催：天竜川上流河川事務所
内容：在来魚アブラハヤを復活させよう！

春の鉱山巡り
４月２９日㈷ ９：００～１５：００　対象：高校生～成人
講師：鉱石・鉱物の会
内容：天龍鉱山跡で磁硫鉄鉱や黄銅鉱さがし。

絵手紙講座
５月３日㈷ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：黒河内秀幸 （日本絵手紙協会）
内容：先生に教わりながら楽しく描きます。
【材料費２００円】

ワクワクどきどきカッパの基地づくり。
５月５日㈷ ９：００～１１：３０
対象：幼児～成人
講師：かわらんべスタッフ
内容：こどもの日にみんなで基地作ろう！

デジカメ入門
５月９日㈬ ９：００～１１：００　対象：成人
講師：宮島 功 （飯田市写真家）
内容：自慢の写真を持ち寄って勉強会。

春の星空を科ガーク！
一番星さがしにチャレンジ
５月１１日㈮ １９：００～２０：３０
対象：幼児～成人
講師：吉住千亜紀 （美術博物館）
内容：宵の明星【金星】や

春の星座の観察。
天龍峡で昆虫たんけん
５月１２日㈯ ９：００～１１：００
対象：幼児～成人
講師：四方圭一郎 （美術博物館）
内容：新緑の野山へ虫さがしの遠足。

※動物の体調により、内容の変更・中止になることがあります。
ビーバーってどんなどうぶつ？
１４：４５～　ビーバーの活動時間によって、変更する
場合があります。

フサオマキザルのクルミ割り＆レモンこすりを見よう
１２：１５～　（雨天中止）
モルモット、ヤギ・ヒツジ、リクガメのふれあい
１１：００～１２：００　（雨天中止）
ウサギのふれあい
１１：００～１１：３０　（雨天中止）
ポニーのふれあい
１３：３０～１４：３０　（雨天中止）

４月１６日㈪、２３日㈪、５月７日㈪、１４日㈪

✿ 春の動物園まつり ✿
４月２８日㈯～５月６日㈰
✿ 春の動物園まつり ✿
４月２８日㈯～５月６日㈰

これからの講座予定 ※事前申込が必要です。

毎週土日・祝日のイベント （定期）

休園日 （４月１５日～５月１４日の期間中）

※材料費・参加費については、
特に記載のないものは無料。

2０人
程度

１日2０人
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飯田丘のまちフェスティバルマスコットキャラクター
「ナミキちゃん」

飯田にはステキな一本桜がたくさんある
よね。私が特に大好きなのは美術博物館に
ある安富桜。とにかくおっきいの！あと、座
光寺麻績の里にある舞台桜。一輪一輪花
びらの枚数が違うんだって！それから杵原
学校の枝垂れ桜。古い校舎をバックにとっ
ても良い雰囲気！それからそれから…って
たくさんあり過ぎ！みんなもせっかく飯田
に暮らしてるんだから、この春は桜巡りをし
てみてはいかがですか？一本桜の郷

新刊
案内

飯田市歴史研究所
☎０２６５（５３）４６７０　 ０２６５（２１）１１７３
iihr@city.iida.nagano.jp

『飯田町の暮らし』７『飯田町の暮らし』７
～大正昭和期・飯田町の社会史～～大正昭和期・飯田町の社会史～

本書は近現代史ゼミの研究成
果です。旧飯田町・旧上飯田町に
暮らし、働き、学んだ６人の皆さんか
らの聞き書きです。語り手の皆さん
は昭和初期の生まれで、子ども、青
年期に戦争の時代を生き、戦後史
においては職業人として、生活者と
して地域社会を支えてきた人々で
す。戦争と戦後史という激しい社会
変動の時代を個人の連続した「生
の経験」として聞き取ることで、一人
ひとりにとって歴史とは何であった
のかを考えたいものです。

聞き書き

『飯田町の暮らし』１・２・３・4・６巻
～大正昭和期・飯田町の社会史～
旧飯田町で、大正末期から戦後を通して生
活してきた方々のお話をお聞きし、当時の庶民
の暮らしや都市空間などを再現しました。ぜひ、
手にとってお読みください。

◉飯田市歴史研究所発行／近現代史ゼミナール編集
　Ｂ５判　２１５頁　定価７００円

お申し込み・お問い合わせ

各５００円
好評販売中！

聞
き
書
き

３月刊行

開催時期：５月～１０月
（全１５回程度）
参加費：１,０００円／月

初めての方対象の人形劇講座。
作品選び、人形づくりから
上演まで楽しく体験します。

開催時期：５月～１０月
（期間・回数は制作内容に
 よって異なります）
参加費：１,０００円／月

地域劇団の新作づくりを支援します。

開催時期：通年（週１回程度）
参加費：５００円／月

中学生～大学生対象の人形劇クラブ。

開催時期：通年（月２～４回）
講師：ましゅ ＆ Ｋｅｉ
参加費：２,０００円／４回

舞台に立つための身体訓練を中心に、
発声や脚本の読み方、即興表現など。

人形劇を上演しませんか？ 平成30年度
人形劇講座の
参加者を
募集します。
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